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冷徹な公爵は祖国を追われた王女を秘密の花園で執愛する
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序章

証の娘











　花びらが舞う。いたずらな春の風に巻き上げられ、一面の花吹雪。

　どこまでも雲一つない青空に、美しく舞い上がるピンクの花弁たち。

「お父様、とても綺麗ね」

「そうだね」

　抱き上げる父の手が、マーリアの髪を優しく梳く。陽光にキラキラと反射すると銀髪は、なぜか水色に発光する。この髪は、この国の王族――直系の者にしか現れない特徴だ。

　己の見つめる先の父の髪も美しい銀髪で、ほんのりと水色に発光している。

　マーリアは絵物語で見た水の妖精を思い出す。

　父はまるで水の妖精の王様のようだった。

「お父様の髪もとても綺麗」

　素直に思ったことを告げると、父は笑いながらまたマーリアの髪を梳いた。

「そなたの髪も美しい」

　水色に光り輝く髪色は父から、くせもなくまっすぐに流れる様は亡き母から受け継いだ。だからだろうか、父はマーリアの髪をよく梳いては、懐かしそうに、だがどこか寂しげに微笑む。

　今も遠くを見るように自分を見つめる瞳に、マーリアは少しだけ寂しさを覚えながら父を見つめた。

「お前の髪は、私たちの生きてきた証だ。そしてお前がこれからを繋いでゆく意味にもなる。いいかい、マーリア、お前はけっして……」

　父の言うことは難しい。どうして自分の髪が証になるのかまだマーリアはわからない。そして何を繋いでいくというのかもわからない。父もマーリアにあえてわかるように伝える気はないのだろう。

　だからマーリアはただ納得する。

　自分の髪は証なのだと。




　生きてきた意味を繋いでいく証――。




　その証を――。










第一章

花売り娘











（いったい、私はどう証明すればいいの……）

「ギャハハハハ！」

「こいつは上玉だ！」

　ギラギラとした夕焼けの赤い光がマーリアの視界をおぼろげにする。

　薄っぺらでボロボロな服は、ところどころ破れている。

　幼き日、父に抱き上げられた娘は、今を必死に生きていた。

　冷たさしか感じない石畳を、やはり薄っぺらな靴で引きずられるように歩いている。

　花を売るために持っていた籠はいつの間にか手からなくなっており、彼女はただ男に引きずられるままに歩いていく。

　夕方……この時間から外で花を売ることが、自分の身体を売ることだという意味をマーリアは今日初めて知った。

　まだ日が完全に沈んでいなかったから、昼間と同じ感覚で花を売りに外に出たのだ。

　その結果、彼女は屈強な男二人に買われた――いや、これが買われたという行為なのかさえ怪しい。

「お前この辺では見かけない娼婦だな」

「ショバ代を払え」

　マーリアに絡んできた男たちは、マーリアが何か言うよりも早く彼女の腕を掴み上げて叫んだ。

「金がないなら、先に身体で払ってもらおうか」

　そして言われるままに、引きずられた。

　自分の国であれば、一度もマーリアはそのような薄汚い男たちを見たことなどなかったし、触れたこともなかった。いや、知る必要などなかった。

　だが、今のマーリアはただの花売り娘に過ぎず、彼女がどこぞの国の王女だったことなど、男たちは知らないだろう。

　ただ、やけに小綺麗な娘が春をひさいでいたので、戯れに手折ろうとしている。それだけだった。

「×××が好きだなんて酔狂な娘だ」

「がっつり××を銜え込ませてやるから×××……」

　男たちの言葉は、あまりにも下品すぎてマーリアには聞いたこともないものだった。それでも男たちが何かよからぬ事を自分に仕掛けようとしていることだけはわかった。

（どうしてこんなことに……）

「この花を全部売ってくるまで、今晩は家にあげさせないよ！」

　そう言ったのは、マーリアが身を寄せている家の老婆だ。老婆は、マーリアの侍女の祖母だった。彼女は、最初こそマーリアに優しくしてくれたが、ある日を境にガラリとその態度を変えた。

　その理由に心当たりのあったマーリアは甘んじてそれを受け入れてはいたが、日に日に老婆の仕打ちはきつくなった。

　そして、ついに今日、夕方から夜に花を売る娘は『身体』を売るという意味なのだと、彼女は知っていて、マーリアをもうすぐ日の沈む夕刻に、外へ出したのだ。

「もう、この辺でヤッちまおうぜ！」

　男の一人がマーリアの頭に手をかけた。頭につけていたスカーフが男に取られ、マーリアの髪がさらさらとこぼれていく。

　一瞬、髪が夕日に照らされて、ほんのりと水色に光ってしまう。それに慌てて押さえたマーリアの髪を男がわし掴みにする。

「きゃっ……！」

「なんだ、男みたいな髪だな」

　綺麗な髪ではあったが、肩ほどにも届かない短い髪は、このあたりでも珍しかったのだろう。興味深げに男が見た。

「それになんだ？　光ってねえか、これ」

「いいから早くこっちに引きずり込め！」

　男の一人が欲望を抑えきれずにマーリアを路地裏に引きずり込み、押し倒した。

　このあたりの治安の悪さはよほどのものなのだろう。今こうして、マーリアが襲われそうになっても、女たちは目を背け、男たちはただニヤニヤと眺めているだけなのだから。

　たまに「あとで俺にもヤらせてくれよ」と野次さえ飛んでくるのだから、この世界はマーリアが知っているどの世界にも当てはまらなかった。

「痛っ」

「へへへ、いい女だなあ！」

　身体を冷たい地面に押しつけられると、彼女の両足を別の男が掴んで開いていく。

「……!!」

　恥ずかしくて、恐ろしくて、マーリアは目を大きく見開いたが、声は出ない。

　汚らしい男たちが彼女をむしばんでいく。

（汚い……怖い……!!）

「ずいぶん大人しいじゃねえか！」

「ヤッてる時はせいぜいいい声で啼いてくれよ！」

　男がマーリアの上にのしかかり、その足から下着を剥ごうとした。

　マーリアが絶望に耐えきれず目を瞑った瞬間、

「ぐはっ……！」

　マーリアのものではない声が聞こえた。

　そしてドサドサという音と共に、自分の手足を拘束していた手や男の身体が、己から離れていくのを感じる。

　マーリアが恐る恐る目を開くと、男たちは自分のすぐ傍で各々、頭を抱えて呻きながら転がっていた。

「え……」

　マーリアは何が起こったのかわからず、震える脚を閉じながら顔を上げる。

「銀髪か……」

　ポツリと上から落ちてくる言葉に一瞬ドキリとして、マーリアは己の髪を隠し、顔を伏せた。幸い、路地裏までには日の光は差し込んでこず、今はただの銀髪なのは確かだ。

　ガタガタと震えるマーリアに対し、声の主らしき何者かの杖がスッと伸ばされた。マーリアの顎に触れる。グッと容赦ない力で顔をのけぞらされて、否応なしに前を見たマーリアは、ようやくそこで目前に立つ男の姿を捉えた。

（誰……？）

　あきらかに貴族とわかる上等な服を着た男が、静かにマーリアを見ていた。黒髪を後ろに流した、漆黒の瞳の美丈夫だ。

「ククッ。まさかこんなところで……」

　男の口元がわずかに歪んだ。

　口から漏れたのが笑い声だと辛うじて気づいたが、その顔はちっとも笑っていなかった。ただ、冷ややかな視線がマーリアを射貫く。

「あ……あの……ありがとうござ……」

　とりあえず自分を助けてくれたのだろうと思い、そう礼を述べようとしたが、次の瞬間にはぐわっと男が身体を寄せてきて、自分の身体が勢いよく宙に浮く。

「えっ？」

　視界がぐるんと動いた。己が男の肩にまるで荷物のように担ぎ上げられたのだ。

「子どものような軽さだな」

　男はそれだけ呟くと、ゆっくりと歩き始める。

「あの、待って……おろしてくださ……」

　路地裏から出た瞬間、赤い夕日の光が視界にも差し込んでくる。

（髪……！）

　すでに落日の陽光ではあったが、日の光にマーリアの髪は反応する。

　薄らと水色に発光し始めた髪を両手で隠そうとした。すると、まるでマーリアのその反応を予想していたかのようにバサリと男が己の上着をマーリアの頭に被せた。

（この人……私の髪のこと……）

　胸が一度大きく、ドクン、と嫌な音を立てた。

　そしてそれを証明するかのように、男がマーリアだけに聞こえる声で囁く。

「亡国の姫君、生きていたのか――」

（ああ、この人は私が誰だか知っているのか！）

　全身の血の気が引いていく。必死に肩から降りようとしたが、この上着を取ってしまえば髪が発光してしまう。

　王族としてあれほど誇らしかった髪が、今はどうしようもなく自分を追い詰める物になっていた。

「セドリック様……その方は？」

　誰かの声が聞こえた。どうやらこの男はセドリックというらしいが、マーリアは知らない名前だ。

「連れて帰る。丁重にもてなせ」

　セドリックはそう言うと、先にマーリアを馬車の中に座らせ、そして自分も乗り込んだ。上着を被ったままのマーリアはゆっくりと視線を上げていくと、対面の男は足を組みながら静かに名乗る。

「私の名前はセドリック・コーンフィールド。公爵だ」

「公爵……」

　この国の王には年の離れた弟がいた。彼は王位継承権を放棄し、公爵としてこの国を支えているとマーリアは侍女に教えてもらったことを思い出す。

　それならばマーリアの国の、王族の特徴も知っているだろうし、今、国がどうなって、マーリアが本当はどういう状況かも知っていることだろう。

（ああ、どうしてこんなことに……）

　男たちに辱められずに済んだことは幸いだったが、事態はあまりよくない方へと向かっているようにマーリアは感じた。

「さて、隣国で死んだはずの姫君が、なぜここにいるのか説明してもらおうか――」

　セドリックは対面の席で、ゆっくりと足を組み替えると、そう静かにマーリアに問いかけた。







　マーリアの母国リングランドは、実り豊かな農業を中心とした国だった。厳しくも美しい父のもと、幸せに暮らしていた彼女に、突然の災いが訪れたのは、彼女が十七歳になった時だ。

　軍部がクーデターを起こしたのだ。農作のみで栄えるリングランドに辟易としていた軍部総統が、貴族の一部を煽った。

「もっと力を――もっと繁栄を――！」

　一部の貴族がそれに便乗し、もともと争い事を好まなかった父たち王族は、あらがう間もなく蹂躙され、殺された。

　マーリアも当然そうなるはずだったのだが、彼女の侍女が機転を働かせ、マーリアを逃がしたのだ。

　クーデターで城中がざわめき、抵抗し、阿鼻叫喚の中、侍女は冷静に己の役割を決断した。

「姫様の髪を私がいただくことをお許しくださいね」

「セドナ……どうして？　セドナ……！」

　侍女であるセドナの手によって、マーリアの美しく長い髪は切られた。そして、それを器用に束ねて帽子の付け毛にすると、セドナはその帽子を被った。

　目深に被った帽子の下の顔は、誰にも見えなくなる。

　彼女が誰を模しているのか、否応なしにマーリアは悟り、首を横に振れど、誰も彼もマーリアの願いを叶えてはくれなかった。

「セドナ……お願い……セドナ……！　私もここで死なせて……！」

「私の祖母が隣国のビレフィールドにいます。この地図を頼りにどうぞお逃げください。国境傍の森に住んでおります。どうかどうか……姫様、ご無事で……！」

　そう言うと、セドナはマーリアを信頼できる兵士に託し、クーデターが起きた城の中へとかけていったのだ。

　マーリアを国境まで届けてくれた兵士は、セドナの恋人だった。彼はマーリアをセドナの祖母のもとに届けると、そのまま自国へ戻ってしまった。

　その後のことを、マーリアは風の噂でしか知らないが、ある日、セドナの祖母が冷ややかな口調でマーリアに言った一言が忘れられない。

「最後まで逃げていたマーリア姫が崖から落ちて死んだそうだ。日の光を浴びて、水色に髪を煌めかせながら死んだそうだよ……死んだマーリア姫とは誰だったんだろうね？」

　ビレフィールドに住んでいたセドナの祖母にとって、リングランドの王族がどうなろうと知ったことではなかったのだろう。それよりも孫娘が王族の侍女にまでなったことを自慢していたセドナの祖母には、その孫娘が死んでしまったことの方が大きいに違いなかった。

　セドナの祖母は、マーリアに花籠を持たせて、夕刻の町へと送り出した。

　夕刻以降の花売りの隠喩など知らないマーリアがどうなるかなど、セドナの祖母にはわかりきっていただろうが、そのままマーリアを消してしまいたかったのだろう……







「――なるほどな、リングランドの兵士は身替わりも見抜けないほどの腑抜けだったわけか」

　すべてをかいつまんで話し終えたマーリアに、冷ややかにセドリックはそう言った。

「それで？」

「え？」

「それで、お前はこのまま娼婦に墜ちるのと、私に囲われるのと、どちらが良い？」

「……はい？」

　一瞬、馬車の動く音で、セドリックの言葉が聞き取れなかったのかと思った。

　だが、セドリックは繰り返して、マーリアに問いかける。

「娼婦と愛人、どちらが良い？」

　あからさまな問いかけに、サアッと血の気が引いた。

　思わずその場から逃げ出そうかと思ったが、動いている馬車から飛び降りる勇気など、マーリアにはない。

「こ、公爵様ほどの方が、私など……」

「ああ、ほかにも選択肢があったか。このままリングランドへ突き出して、皆の前で斬首という道もある」

　セドリックが再び杖をマーリアの眼前に突きつけ、その首元で横にスッと動かす。

　マーリアは死の宣告に、さらに顔を青ざめさせた。

「生きても地獄……死ぬにも、死ぬまでが地獄だ。けっして生やさしく死ねる道ではあるまい。こうして道中でお前を救ったのも何かの縁だ、お前の生き方をお前に選ばせてやる」

　本来なら、国王にマーリアのことを言うべき立場のセドリックだが、どうやら彼はマーリア自身に興味を持っているらしい。

（このまま逃げても娼婦の道しかなく……誇りを望むなら、リングランドでの死刑……）

　セドリックの顔色を覗うと、彼はどれを選んでもかまわないような顔で、マーリアを見ていた。

（愛人……）

　マーリアの母は貴族の娘ではなかった。だから、側妃にすることもできず、父は母を愛妾という立場で召し上げたという。母は幼い頃に死んでしまったらしく、マーリアは貴族の養女になる案も出たが、それができなかったのは、一重にこの髪のせいだ。

　王族にしか現れない陽光で水色に輝く髪。

　奇しくも貴族の娘ではないマーリアがその特徴を受け継いでしまったことから、国王はマーリアを正式に自分の娘として王籍に入れたのだ。

（私も死んだお母様と同じ立場になるのだろうか……）

　今のマーリアは亡国の姫であり、逃亡者だ。後ろ盾というものもまったくなく、むしろ平民以上に厄介な立場だということもわかっている。にもかかわらずその自分を愛人に召し上げようというセドリックの意図を計りかねる。

「あの……私を愛人にしてどうなさるおつもりですか……？」

「くっ、可愛いことを言う」

　セドリックは思わぬ事を聞かれたと言わんばかりに笑うと、そのまま杖を再びマーリアの方へと向ける。

（そういえば、この人はなぜ杖を持っているのだろう……？）

　己の薄汚れた靴のつま先に向けられた杖の先端を見つめながらそんなことを思っていると、杖の先端が綺麗に揃えた足の合間にするりと入り込んでくる。

「え……？」

　杖はそのままスルスルとマーリアの足の内側をなぞりながらあがっていく。平民の薄手のスカートは簡単にめくれ、膝まで持ち上げられた。

「やっ……！」

　慌ててスカートを押さえると、セドリックの声がマーリアに降りかかってくる。

「愛人にすることなど一つだろう？　ただ、お前が足を開くのが平民か私かの違いなだけだ」

「そんな……！」

「なんだ、夕刻に花を売っていたからとうの昔に処女ではなくなっていたのかと思ったが、まだ処女なのか？」

　セドリックは淡々とした口調でそう言うが、杖を上げていくのはけっしてやめない。むしろ必死に閉じているマーリアの足の間にグリグリと先端を突き入れてくるので、マーリアは耐えきれず杖の先を掴んでしまう。

「なんだ。どうしたい？」

　セドリックがマーリアに問いかける。どうしたいと聞かれれば止めてほしいという気持ちが強かったが、マーリアはそれを言葉にすることができず、ただそれ以上、杖の侵入を許さぬように持つことしかできない。

「どうしたいと言っているのだが？」

　少しだけ険を含んだセドリックの声に、マーリアはビクリと肩を震わせた。

　そして、杖を掴んでいた手をするりと離す。

　セドリックの杖がゆっくりとさらに奥に入り込もうとする。マーリアは、今度は抵抗せずに、むしろそれを迎え入れるかのように少しだけ足を開いた。

　ピタリとセドリックの杖が止まる。

「なるほどな……」

　彼は何かを確認したかのようにそう呟くと、杖先を引いてくれた。ホッとしたが事態が変わったわけではない。

（この人は私を抱くつもりなんだ……）

　先ほど町で男たちに襲われた恐怖が今になってぶり返してくる。

　ギュッと自分の身体を抱きしめるようにして俯くと、セドリックが再びマーリアに声をかけてきた。

「それで……お前はどうする？　もうすぐ私の邸宅に着くがその前に決めよ」

　容赦なく選択を迫る声に、ドキンと強く胸が鼓動を打つ。

　娼婦か、愛人か、母国での死刑か。

　どの道も穏やかな生き方はできないように思えた。

　貴族の娘ならば、きっと潔く誇りの道を選ぶべきだろう。

　俯いた頬にかかる銀髪に、マーリアは己の道を決める。

（お父様……セドナ……）

　たとえ今生きている誰にも望まれない生だとしても、自分のこの命を慈しんでくれた父や、救おうとしてくれた侍女の命を、ないがしろにしてはいけない。

　マーリアは自らの膝の上で固く握り、ゆっくりと顔を上げた。

　そして頬杖をつきながらこちらを見てくるセドリックに対して、静かに告げる。

「公爵様の愛人にしてください……」

　どうせ生きるのならば、より困難の少ない道を――。

　果たしてこの道が本当にそうなのか、まったくわからなかったが、あのまま路地裏で犯されるよりはマシだと信じたかった。

「そうか、了解した。けっして忘れるな。お前は私のものだ」

　セドリックはキッパリとそう断言する。

　そして、そのタイミングで馬車がどこかの邸宅の門をくぐり、玄関までたどり着いた。

「セドリック様、お帰りなさいませ」

　迎えの者が馬車を開ける。初老の男性とマーリアは視線が合う。おそらくこの家の執事だろう。

　執事はマーリアの服装などから、マーリアが平民の女だと判断したはずだが、顔色一つ変えずに主人の言葉を待つ。

「マーリアだ。『花園』へ案内しろ」

　執事は一瞬、わずかに頬をピクリと動かしたが、表情は変えずに「畏まりました」とセドリックに返事をした。

　セドリックがゆっくりと馬車を降りる。

（あ――）

　その時、彼が杖を使うのを見て、今更マーリアは、彼の足が不自由なことを知った。先ほどは肩に担ぎ上げられていたし、動転して気がつかなかった。

「マーリア様、どうぞ」

　執事に降車を促され、マーリアも馬車を降りる。

　やはり公爵邸というだけあって、とても大きく豪華な邸宅だった。玄関はホールの様に広く、二階から大きな階段が玄関に向かって降りてきている。踊り場の壁には雄大な風景画が掛けられていた。

　しかし、使用人の数はあまり多くないのか、主人の帰宅というのに出迎えたのは執事のみだった。

「マーリア様、こちらへ」

　中央に大きな階段があったが、執事がマーリアを案内したのは、その階段の裏側だった。階段の陰に薄暗いながらも、なぜか大きな扉が一つ。

　そのような造りの屋敷は初めてだったので、マーリアは緊張した面持ちで執事の後をついていく。

（愛人のための部屋があるのだろうか……）

　このような不思議な造りの屋敷ならば、あり得る話だ。

　階段の裏という場所も、それらしい。

　マーリアは自分のしてしまった決断を、たちまち後悔する。

　マーリアの耳にはあまり入ってくることはなかったが、貴族の中には人には言えない残虐な嗜好を持つ輩もいると聞いたことがある。過去の歴史を紐といても、他国でそのように若い女を何人もなぶり殺して死刑にされた伯爵の話も聞いた。

　セドリックもそのような男である可能性を、愚かにもマーリアは今更気づいた。

（もう……逃げようがないというのに……）

　この執事やセドリックを振り切ったところで、この広い邸宅の外へ逃げられるとは到底思えなかった。まして、逃げたところでどこへ行けばいいのかもマーリアにはわからない。

　執事はわざわざ鍵を使って扉を開く。中からは開けられないのかもしれない。

　そのことが余計に恐ろしく思え、マーリアは目を閉じた。

「こちらが花園です」

　執事に促され、マーリアは渋々ながらゆっくりと目を開けて、足を踏み入れる。

　そして――息を呑んだ。

「これは……」

　どういった造りになっているのか――。

　扉の先は外だった。

　いや、外というのは語弊がある。

（これは温室……？）

　そう、そこは温室だった。見上げれば高くガラス張りらしき天井がある。すでに夕暮れから夜の闇に染まった紫色の空が、高い木立の合間に見えたが、温室の中がすべて木というわけでもない。色とりどりの花や植物。そして中央には、この場にあるのが不自然のはずなのに、違和感なくしっくりとくる天蓋付きの大きなベッドがあった。

　まるで妖精でも住んでいそうな場所だと思った。

「中央に寝台、こちらの右手に温泉とトイレがあります」

「え……」

　外だと思えるような場所だが、よくよく見れば直接地面の場所は少ない。

　きちんと絨毯の敷かれた床がある。

　植物たちも大きな花壇ポットに植えられていた。天井まで伸びる木も、数えてみれば二本のみで、それらは部屋の両隅に生えており、そこだけが剥き出しの地面だった。

（中庭をそのまま温室にしたんだ……）

　そういう造りの屋敷など聞いたこともないが、公爵ともなれば造ることも可能なのだろう。

「ここは……どなたの部屋なのですか……？」

　恐る恐る確認すれば、執事からは想像通りの答えが返ってくる。

「セドリック様の私室でございます」

「私の許可のある者しか入れぬ場所だ」

　背後から声がして振り向くと、部屋着に着替えたセドリックが立っていた。

　執事はセドリックに一礼すると、そのまま部屋を出ていく。

　バタンと扉を閉められ、巨大な私室にセドリックと二人きりになってしまう。

　マーリアが呆然とセドリックを見ると、セドリックは薄く笑いながら言った。

「ついてこい」

　セドリックが杖をつきながら歩いていく。右足が不自由のようだったが、杖をついているにもかかわらずその足裁きは速く、部屋の右隅にそれほど大きくはないが、ガラスの壁で仕切られた浴室があった。中に入るとこんこんと温泉らしき湯が湧き出ている。

「もともとここは温泉の湧き出る地だったので、それをそのまま買い取り、このような屋敷を建てたのだ」

　セドリックは聞いてもいないのにそう説明すると、くるりとマーリアに向き直り命令口調で言う。

「汚らしい男どもの匂いが纏ったその服を脱いで、風呂につかれ」

「え……」

「お前は気づいていないかもしれないが、臭い」

　頬が紅潮するのが自分でもわかった。恥ずかしさに思わず自分のスカートを握りしめる。

　毎日、水で身体を拭いていたが、確かに、王女として暮らしていた頃とは比べものにならないほど自分が薄汚れていた。

　しかも、垢まみれの汚れきった男たちにもみくちゃにされた後だ。

　男たちのムアッとする臭いを思い出し、マーリアは今すぐ服を脱いでしまいたかったが、目の前にセドリックがいるのでそれを躊躇う。

「どうした、早く脱げ。身体を洗う布と石けんはそこだ。ああ、王女だったから自分では洗えないのか？」

「で、できます……！」

「なら、早くしろ」

（でも……）

　目の前に男性がいる状況で服を脱いだことなど一度もない。まして入浴などもってのほかだ。

　にもかかわらず、セドリックは冷たい声で宣言する。

「お前が『愛人になる』と選んだんだ」

（そうだった……私はこの人の愛人になるんだ……）

　浴室の中は温かいはずなのに、身体の芯から冷えていく。

　恐ろしくて、恥ずかしくて、手が震えた。

　それでも、自分は選んでしまったのだから、もう戻ることは不可能なのだ。

　マーリアは震える指で自らのワンピースに手をかける。

　いくつかの結び目を解くと、簡易な平民服は簡単に足下に落ちた。

「下着もボロか」

　淡々と己を評するセドリックに、マーリアは悔しくて泣きそうになる。

　だが、意を決して、一気に下着も脱いだ。

　セドリックは何も言わずに近くにあった椅子を引き寄せそれに座る。

　どうやら彼は、マーリアの入浴を最後まで見るようだった。

（こんな……こんな恥ずかしいこと……）

　あまりの恥ずかしさに、涙が目尻ににじみ、堪えきれずにこぼれた。マーリアはそれを隠すようにしゃがみ込むと温泉の湯を桶にすくい、顔を勢いよく洗った。

　久しぶりの湯はとても温かく、気持ちのいいものだった。

　本来ならどれほどその湯を待ち望んでいたか――。

（早く身体を洗って、湯に浸かってしまおう）

　そうすれば少しはセドリックの視線も遮られるはずだ。そう思いながら、頭から湯を浴び、石けんで洗っていく。短い髪だから大した苦労もなく終えた。

　身体の方も男たちに触られた場所などを念入りに洗い流し、そのまま風呂に入ろうとした時だった。

「待て」

　セドリックから声がかかり、顔を上げてマーリアはギョッとした。

　いつの間に脱いでいたのか、目の前に全裸のセドリックが立っていたからだ。あまりのことに慌てて目を背けると、セドリックが軽く笑いながらマーリアを引き寄せる。

　裸の胸に、自らも全裸で抱き寄せられ、マーリアは驚きよりも恐怖で身をすくませた。

（ここで抱かれてしまうのだろうか……）

　男女の睦言のすべてを知っているわけではないが、ある程度のことは教育として教えられた。しかしそれは机上の知識でしかなく、このように肉体をもってして関わったのは初めてのことで、その生々しさに、怯えが募る。

「その震えは怖さからか？」

「す、すみません……」

　どうすれば震えが止まるのかわからずそう謝ると、後ろからため息が聞こえた。セドリックの息が頭にかかり、マーリアはさらに身体を強ばらせる。

　すると、セドリックはそのままマーリアの腹に手を回し、軽く持ち上げた。

「えっ？」

　マーリアが声を上げたそのタイミングで、ドボンと勢いよく湯の中に入っていく。

「え、ええっ？」

　じゃぶじゃぶと入り込むと、そのまま後ろに引き倒されるようにして座らされた。セドリックの足の上に。

「ふぅ……」

　セドリックが悠然と足を伸ばす。その上に座らされたマーリアは、ただ固まるだけだ。

「それほど固くなるな」

　ちゃぷりと湯音と共に優しく肩を撫でられたが、それは特にまとわりつくようなものではなく、単純に露出している肩口を冷やさぬように湯をかけられただけだった。

「怯える娘を食らうほど飢えてもいない」

　クククと小さく笑う声に、彼はマーリアをからかっているのだとようやく気づいた。

「こ、こんなお風呂に一緒になんて入ったら、そうなると思ったって……！」

　セドリックの足の上で顔を赤くしながら恥ずかしさにぷるぷると震えたが、セドリックは愉快そうに笑うだけで、特に何かしてくるわけでもない。

「いいから、しっかりと浸かれ」

　そう促され、渋々彼の足の上に座ったまま、湯に身体を沈めようとして、マーリアは目を見開いた。

（あ――）

　ある一点に、視線が釘づけになる。

　透き通った湯の中に見えるセドリックの右足。それを見て、マーリアは身体を跳ね上げた。

「おいっ！」

　セドリックの制止も聞かずに足の上から身体をどけると、すぐさまその右足のすねに手をあてる。

　セドリックの右足の内側には、痛々しい傷跡が残っていた。膝まで届くほどの縦に長い切り傷が縫合された痕は、最近のものではないようだが、それでもその足の上にマーリアが座っていい理由にはならない。

（足が悪いとさっきわかっていたのに……！）

「ごめんなさい、大丈夫ですか？　足、痛くないですか？」

　湯の中で必死に摩りながらセドリックの方を見ると、彼は虚を突かれたかのようにポカンとした顔でマーリアを見ていた。

「お前一人を膝上に乗せたところで痛むことはない。それに、湯の中であれば浮力もあり、お前の重さなどないに等しいというのに……」

　セドリックはそう言うと、慌てて飛び退いた瞬間に水しぶきで水滴だらけになったマーリアの頬に指をあてる。そして恭しいまでに丁寧な手つきで、マーリアの頬を拭った。

（あれ……？）

　ぼんやりと、本当にぼんやりとだが、その触り方に記憶が触発されたが、何かを思い出すほどではなかった。

　それでも、優しい手つきに、まるで自分が猫になったような気さえしてくる。

（気持ちいい……）

　うっとりと目を細めると、ピタリとセドリックの手が止まり、急にそれが離れた。

　今度はマーリアがセドリックを見つめる番だった。

　セドリックの、黒炭のようにぬらりと光る黒い瞳がマーリアを捕らえる。日の光を浴びなければ限りなく白に近い銀髪に、同じように色素の薄い青い瞳の自分とは、まるで対照的だった。

　痩せ細り、丸みもほとんどない、ひたすら小さな身体のマーリアに、脚の怪我はあれど逞しい青年の体躯をもったセドリック。

　どこをとっても似かよるものは何一つない。

　しかし、その漆黒の瞳に吸い込まれるような気持ちでマーリアが見入っていると、グッとセドリックがマーリアの手を引いた。

「きゃっ……」

　再度彼の上に引き寄せられ、しっかりと抱きしめられる。

（温かい……）

　温泉で温められたせいだとは思ったが、セドリックの肌は温かく、先ほどまでカタカタと震えていたのが嘘だったかのように、その胸は落ち着けた。

　まるで父のようだが、父とはこのように裸で抱き合ったことなど当然ない。ましてや他の男とさえないはずなのに、しっくりとくる感覚はどこからわき上がってくるのか。

　トトトト、と子ウサギが跳ねるような速さの脈動は、自分のものだけではないと気づいた時、どこか不思議な気持ちになる。

「なぜ、鼓動が速いのですか？」

　胸に顔を預けたまま、無垢な瞳で間近のセドリックを見つめれば、彼が少しだけ嫌な顔をした。

「このようなつもりではなかったのが……味見くらいなら、してもよいということか？」

　逆に問いかけられ、マーリアは小首を傾げる。

（味見？　私は料理をすればいいのかしら？）

　幸い、セドナの祖母の家に住んでからマーリアは家事をたたき込まれており、否応なしに包丁くらいは使えるようになっていた。料理人や平民には遠く及ばないが、そんなマーリアの料理の腕でも知りたいのだろうかと思う。

「味見しないと駄目でしたら、どうぞなさってください」

　平然とそう答えると、セドリックの鼓動がさらに跳ねた。それほど驚くことかと思ったが、次の瞬間、驚いたのはマーリアの方だった。

「そうか、わかった」

　そう返事をするやいなや、セドリックがマーリアの唇に顔を寄せてきたからだ。

「な……んっ？」

　驚くよりも早く唇を奪われ、そのまま舌がマーリアの中に入り込んでくる。

（味見って……私!?）

　今更遅すぎた。暴れようにも、万が一、セドリックの古傷に脚が当たってしまったらと思うと、大きく身体を動かして抵抗することなどできるわけもなく、セドリックの膝の上で、しつこいほどに彼から濃厚なキスを受けた。

「っ……」

　舌で歯列をなぞられると、得体の知れない感覚が背中を這い上がってくる。

　セドリックの手が、マーリアの背中をなでさすり、双丘の割れ目を確かめるように摩ってくる。

　きゅっと胸の先端を空いている方の手で摘ままれると、痛みより疼きが増した。

「んあっ……？」

（なに、これ……）

　離れそうになった唇は、後頭部に戻ってきた手で押さえ込まれ引き寄せられる。唾液を交換し合いながら、舌と舌が交互につつき合うように戯れる。されるがままにマーリアはその身体のあらゆるところを撫で、摩られ、摘ままれた。

　卑猥な手つきは、何も知らないはずのマーリアに、ぽつ、ぽつ、と快感をもたらしていく。

　温泉に浸かっていない肩は冷たかったはずなのに、セドリックのキスと愛撫でほんのりとピンクに染まる。

「あん……」

　自分のものとは思えない甘ったるくいやらしい声が口からこぼれた。恥ずかしいのに、身体に力が入らない。

　唇を散々堪能した舌が、顎を舐め、そのままゆっくりと首筋まで伝っていく。鎖骨を舐められる時は、思わず身体が反り返り、パシャンと水が跳ねた。

「ここまで素直に染まりやすいとは……」

　少しだけ心配そうな声がした。

「本当に、処女なのだろうな？」

　セドリックがなんと問いかけているのか、マーリアにはすでにわからなかった。

　というのも、久しぶりの湯船に軽く湯あたりを起こしていたからだ。まして今日はいろいろなことが起こりすぎていて、マーリアの限界はとうに超えていた。

　くらりと背後に倒れそうになるマーリアの頭を支えながら、セドリックの唇は彼女の胸の膨らみまで降りていく。痩せてはしまったが少女らしいみずみずしい乳房を、セドリックの片手が優しく揉みしだく。

「んっ……」

（なぁに……これ……なあに？）

　湯の中に投げ出した脚は開き、間にセドリックの太い片腕を招き入れていることに、マーリアは気がつかない。その片腕の先、大きな手が、ゆっくりと太ももを撫でた。そしてさらに奥へと指を這わせていく。

　セドリックの指がマーリアの秘処をゆっくりとくすぐるようになぞると、温泉とは思えないぬめりを自らも感じた。

「ぁっ……あっ、あっ……」

　定期的に漏れる声をもうどうすることもできない。声に合わせているのか、それとも指の動きに声があってしまったのか、強弱をつけながらそのぬめりの中心をこすられると、どこよりも気持ちが良かった。

　しかし、次の瞬間、マーリアは一瞬だけ我に返る。

　ずぶり、と指の先端が、マーリアの体内に押し込まれたからだ。

「痛っ……！」

　思わず叫ぶと、セドリックが少しだけホッとした顔になるのが不思議だった。

「この硬さならば、誰も受け入れてはいないか？　そうだな、マーリア」

　最後は確認するように問いかけられ、マーリアは今、指を入れられたところが自分の膣孔なのだと理解する。

（そこに……男性器を入れると聞いたことはあったけど……）

　まさか指を入れられるとは思わなかった。しかも指先だけだというのに、異物感が強く、じんじんとする。

　快感から呼び戻されそうになったマーリアではあったが、それを感じたのはマーリアだけではなかったようで、セドリックが再度マーリアに覆い被さるようにキスをしてきた。

「ふぁ……」

　また気持ちのいい波がマーリアを引きずり込む。

　温かいぬるま湯の中で、片腕でしっかりとマーリアを沈めないように抱き支えるセドリックは、キスをしながら指の出し入れを繰り返す。親指で外側の粒をグリグリと弄ってくるので、またそのあたりがぬめりを伴い始める。

　湯の中だからだろうか。ぬぽぬぽと湯が出たり入ったりするのが恥ずかしいのに、どこか気持ちいい。

「ああっ……」

　だんだん指の動きが速くなり、マーリアは思わず脚を閉じようとしたが、セドリックの腕がそれを許さなかった。

　異物感を覚えているはずのマーリアの秘処は、指の中程まですでに侵入を許しており、ぬめりは溶けることなくセドリックの指に絡まる。自分の中がきゅうっと縮んでいくような感覚に、マーリアは身体を強ばらせる。

「あ、あっ……んんっ!?」

　ビクンッと腰を跳ね返した瞬間、グッと強く指が押し込まれ、頭の中が真っ白になる。

　大きく開いた口の中に、セドリックの舌がしっかりと入り込んできて、マーリアの悲鳴をかき消した。

（何……これ……何……？）

　せき立てられるような強烈な感覚に、身体全体を支配され、意識が弾ける。

　マーリアはそのまま意識を失ってしまった。










第二章

花園の娘











　目を閉じているにもかかわらず、日の光を瞼裏に感じ、マーリアの意識はゆっくりと覚醒していく。

（ああ、そろそろ水をくんでこないと……）

　その日使う水をくんでこないと、セドナの祖母は一日機嫌が悪い。いつも機嫌が悪いことには変わりないのだが、それでも水をくんできた方が朝からの小言は少ない。

　国の外れで、隣の国に住んでいる孫娘の帰りを待ちわびながら生きてきた祖母は、孫娘の代わりに現れた娘を、どうしても許すことができなかった。身内を殺されたのはマーリアも一緒だから、その気持ちは痛いほどよくわかる。

　ましてセドナはマーリアの身替わりにならなければ死なずに済んだのだ。

　セドナの祖母の怒りはどこまでもまっすぐマーリアに向けられるしかなかった。

「お水……」

　まだ明けきらない目を擦りながら身体を起こす。服を着替えようと思って、自分の身体が何も身につけていないことに驚く。

「え、え？」

　ついで、藁の上にボロ布をしいて作ったベッドのはずが、美しい光沢のシーツの豪奢なベッドに変わっていることに気づき、マーリアはようやく大きく目を見開いた。

「あ……」

（そうだ、ここは……）

　天蓋付きのベッドのさらに頭上には、屋根ほどの高さのガラス天井。

　服を着なくても温かいのは、ここが温室状に造られた部屋だからだと気がつく。

「水なら、ここにある」

　背後で男の声がして振り向くと、セドリックがこちらを向きながら横になっていた。

（私、この人の愛人に……）

　どうやら自分は湯船の中で気を失ったあと、そのまま寝入ってしまったらしい。久しぶりの柔らかいベッドは、マーリアに心地よい睡眠を与えてくれ、快眠できたとは思った。しかし、自分は昨日、セドリックに抱かれたのかと思うと、恥ずかしい気持ちになり、思わず自らの下腹部に手をあててしまう。

　すると、その様子にセドリックがニヤリと笑う。

「安心しろ、味見だけでまだお前を喰ってはいない」

「あ、味見って……そういうことだとは……」

　マーリアがしどろもどろになっていると、セドリックはまた笑ってそれから身体を起こした。そして、自らの側に備えつけられたサイドテーブルの上から水差しを取り、それに口をつけた。

　こくり、と水は嚥下されることなくセドリックの咥内に含まれる。そのままグッとマーリアを引き寄せ、覆い被さった。

「あ……？」

　舌で口をこじ開けられ、そのまま生ぬるい水を咥内に流し込まれた。

　しかし、それはまずいものではなく、どちらかといえばむしろ仄甘く感じられ、マーリアはセドリックの胸に両手を触れながら、その水を味わった。

「もっと必要か？」

　さきほど水を欲しがったのはそういう意味でないと言えばよかったのに、口から出た言葉はまったく違うものだった。

「はい」

　すんなりと肯定の言葉が漏れれば、セドリックは愛おしそうにマーリアの頬を撫でた。そしてまた水差しに口をつけ、甲斐甲斐しい親鳥のようにマーリアに口移しした。

　何度か繰り返されるうちに、すっかり水はなくなったのだが、それでもなお、マーリアの舌はセドリックの口づけを求め、絡み合う。

「ふ……ぅ……」

　ポウッと目の端に、いよいよ強くなり始めた陽光で己の髪が発光し始めたことに気がつく。長い時はベッドの中一面に広がった髪だが、今は短くなってしまったので目の端の本当に隅にしか映らないが、キラキラと淡く光る髪を眩しそうにセドリックが見つめる。

「朝日のもとでは、よりいっそう美しいな」

　心底、マーリアの髪を美しいと感じている声色に、マーリアはどこかくすぐったさを覚える。

　そういえば、このようにフードも被らず陽光に髪をさらしたのも久しぶりの気がした。

　セドリックは名残惜しそうにもう一度マーリアに口づけると、起きて服に着替え始める。

　そのようなことは侍従に手伝わせることかと思ったのだが、この温室に人の気配はマーリアとセドリックしかいない。

「お前も自分で服は着られるな？」

　確認されたのでマーリアも頷く。

　用意されていた服は、上質のものではあったがどれも若い女性が身につけるものとは遠い品々だった。

「私が子どもの頃の服しかなかった。お前の服は今日中に届けるように言ってある」

「セドリック様の……」

　どうやらこの屋敷にはマーリアのような年若い女性がいないということがその服で察せられた。そのことに少しだけホッとした自分を訝しげに思いながらも、マーリアは服を着てセドリックについていく。

「マーリア、お前は基本、この温室からは出られないと思え」

　キッパリとセドリックは断言すると、そのまま今度は昨日とは別の部屋の隅にマーリアを連れていく。

　この温室はところどころ、部屋として区切られている場所があるようだ。

　昨日の浴室もそうだったが、反対側にある部屋は食堂室だった。

　やはりここも温室側はガラス張りだった。中央の大きな寝台は、うまい具合に植物によって隠されているので、まるでテラスで食事をとっているような気分にさせる場所だ。

　テーブルには温かいパンとスープ、それにサラダと薄切りの肉が用意されており、公爵の朝食としてはずいぶん質素に思えたが、食が細いマーリアにはありがたい量だった。

　そしてここで初めて、自分たち以外の人間がいた。

　昨日見た執事だ。

「彼はこの家を取り仕切る執事長のカレントだ。何か困ったことがある時はベルを鳴らせばカレントがこの花園にやってくる」

　深く一礼してきたカレントに、マーリアも軽く目礼で済ませる。

　天井から陽光が届いているので、マーリアの髪はずっとキラキラと水色に光っているはずだが、彼はそのことに関しては何も言わないし、顔にも出さない。

（この国では、この髪は普通なのかしら……）

　一瞬そう思ったが、そうではないことも当然わかっていた。マーリアの光る髪だけが王族の特別なのだ。

　隣国であるこのビレフィールドにも、このような不思議な髪の人間がいなかったからこそ、セドナの祖母のもとで、マーリアは目深にフードを被りひっそりと暮らしていくしかなかったのだ。

（こんな風に、明るい場所で、開けた視界でご飯を食べたのはいつぶりだろう……）

　しかも柔らかくてふかふかのパンは焼きたてで、マーリアはその美味しさに声を失ったほどだ。

「あの……」

　食べ終えた後、食後の茶を飲みながら、マーリアはセドリックに声をかけた。

「私を愛人にしてくださって……ありがとうございます。おかげさまで久しぶりにこのような穏やかな気持ちになりました」

　美味しい食事と温かい寝床を与えてもらったことに礼を述べると、セドリックが何とも言えない顔になる。

「お前を人さらいのように連れ浚った男に、そのような礼を述べるのか」

「確かに人さらいのようではありましたが、あのままあそこにいても私は娼婦に貶められていたでしょうし、この身はリングランドでとうの昔に死すべきものでしたので、今、このように温かく生きられることは、とてもありがたく存じます」

「私がお前を政治に利用するつもりで浚ってきたとは思わないのか？」

「すでに死んだ身になっている私を祭り上げたところでビレフィールドに何の旨味がありましょうか？」

　ビレフィールドはリングランドの三倍の国民と、領土、そして豊かさを持つ国だ。

　政変でボロボロになっている農業国を取り入れる必要性など、この国にはまったくない。だから、リングランドが政変で乱れた時も、この国は外干渉などせずに静観した。今更マーリアを旗印に掲げる必要性も、意味もない。

「まあ、それは確かだな」

　セドリックもそのあたりはわかっているらしく、鷹揚に頷く。

「しかし、お前という存在を必要とする者もいる。光り輝く髪が神の力だと宣えば、それだけを旗印に群がる衆もいるだろう。お前の髪にはそれだけの価値がある」

　確かに人と違うこの髪をうまく利用すれば、再度クーデターを起こすことも可能であろうが、マーリアはそれを望まない。

　もともと、この髪のせいで王籍に入ったにすぎないのだから、王位に就くことなどまったく考えていなかった身だ。

　まして、　マーリアが玉座を望めば再び誰かの犠牲が伴うことは十分にあり得る話だし、負けた場合、確実にマーリアは処刑される。

（せっかくセドナが助けてくれた命を無駄にはできない……）

　何のためにセドナが身替わりになったのか。無駄死にだけはしたくなかった。

「お前は……哀れなほどに素直なのだな……」

　長くセドリックは嘆息した後、ポツリとそう言った。

「そうでしょうか……」

　素直なことが良いことなのか、悪いことなのかも計りかねて、じっとセドリックを見つめれば、彼はグッと茶を飲み干して立ち上がった。

「花園の中では好きに生きていい。しかし、けっしてこの園から出てはならない。園から出た後の保証はしない」

「それは裏を返せば、この花園にいる限り、私はセドリック様に守っていただけるということですか？」

（でも、そうしたところでセドリック様には何の得にもならないのに……）

　不思議だったので問いかければ、ますますセドリックは苦虫を噛みつぶしたような顔になる。

「何の疑いも知らぬ娘だな……」

　一言、そう言い捨てて、足早にセドリックは花園を出ていってしまった。

　後に残されたマーリアは、飲みやすくなった温かい茶を飲み終えて、カレントに礼を述べる。

「美味しかったです、ごちそうさまでした」

「それはようございました」

　カレントの温和な笑顔に、マーリアもホッとする。

（よかった……悪い人たちではないみたい……）

「一つ、よろしいでしょうか？」

　カレントが口を開いた。マーリアが了承すると、彼は続いて思いがけないことを口にする。

「セドリック様にとってこの花園は宝箱のようなものです」

「宝箱、ですか？」

「大切に大切に、なくさないようにと守ってきたものですので、どうぞマーリア様も、ご自分をセドリック様の『宝』であると思って生活なさってください」

「私が？」

　思わず声を上げてしまったが、それも無理はない。

「さようでございます」

「でもどうして私が……？」

　カレントはマーリアの問いかけには答えなかった。にっこりと微笑んで、そのまま食器をワゴンに載せ、片づける。

「花園の中では何をされてもかまいません。もし、ご入り用の物がありましたら、ベルを鳴らしてお申しつけください」

　カレントはそれだけ告げると、ワゴンを押してその場から出ていく。彼の出ていく先を視線で追えば、やはり先ほどセドリックも出ていった大きな扉へと向かっていた。マーリアが入ってきた扉だ。

　本当に、この花園の入り口はあそこしかないのだろう。

　鍵を取り出して、内側からも鍵を開けていく様子から、この中はやはり許された人間しか入れないのだと知る。

（そんな部屋にどうして私が……）

「宝……」

　下を向くとサラリとこぼれていく水色に光る髪が宝だというのであればわからないでもないが、先ほどもセドリックと話した時に、彼は王族としてのマーリアにはまったく興味を示していないようだった。

　ならば、彼はマーリアの何を気に入ってこの中に彼女をしまい込んだのか。

　ふと己の服を見て、セドリックの子供服のシャツだったせいか、胸元がずいぶん開いていることに気づいた。

　ほんのりと大きくはないが、慎ましく覗く膨らみに、マーリアは昨晩のことを思い出す。

　裸同士で、あらぬところに触れられ、快感を覚えてしまったことを――。

（まさか本当に愛人としての私が……）

　そこまで考えて、強く首を横に振った。

「脚がお悪くても、あのように美しい公爵が、わざわざ私を選ぶ必要なんてないのよね……」

（きっとこの水色に光る髪が珍しかったからに違いない……）

　行き着いた結論に、なぜか少しだけ落ち込んでしまったが、マーリアはそれを振り払うように席を立った。







　花園の中は、まさにこの世の『楽園』だった。

　木々や花々が美しく部屋の中に配置されているので、目を楽しませてくれる。

　温泉は常に新しい湯をはっているのでいつでも入浴可能だ。

　天井からは温かい日差しが、時間の流れを正確にマーリアに知らせてくれる。

　何か困ったことがあれば、ベル一つでカレントが鍵を開けてこの部屋に来てくれる。

　それに、食事は温かく美味しい物ばかりだ。セドリックも時間の都合が合えば食事の時は一緒に食べてくれるので、花園の中に一人きりでいるという気分にはあまりならなかった。

　そして、眠くなれば、ふかふかの寝台がマーリアを安眠に誘ってくれる。

　これが『楽園』と言わずして何と言う。いや、ここは『天国』なのかとさえマーリアは思った。

「こんなに穏やかな気持ちで生活してしまっていいのかしら……」

　昨日までの自分とはあまりにも違いすぎて、マーリアは戸惑う。

　ましてこれはリングランドにいた時よりも優雅な暮らしだ。セドリックが知っているかわからないが、マーリアの母国リングランドは、農業国として栄えていたので自給自足を行う分には用足りる国ではあったが、『豊かさ』という点では、清貧に近い暮らしだった。他国と渡り合えるほどの特産物はなかったのだ。

　どこの国でも育てられる物を、足りうる分だけ生産することがリングランドだった。

　だから、マーリアは王の娘ではあったが、それほど優雅な暮らしを送っていたわけではない。むしろ、ビレフィールドの子爵や男爵位に近いほどの暮らしだったのではないか、と推測する。

　緑に囲まれた美しい国ではあったが、華やかな国ではなかったことが、あの国で貴族である一部の者たちに不満を募らせてしまったのだろう。だからこそ、あんな反乱を起こされてしまって……

「今更、詮無いことを思っても仕方ないわ……」

　マーリアの心には、国を追い出された哀しみはあるが、母国へ対する憎しみはない。

　誰をも憎まず、誰をも愛しなさい――。

　そうマーリアを育ててくれたのは、国王である父だ。そんな父だったからこそ貴族ではなかった母を愛し、己が生まれた。

　幸せに満ちた人生ではないと思うが、不幸な人生でもないとマーリアは思うのだ。

　リングランドの貴族たちには、クーデターを起こすそれだけの不満があったのだろう。

　セドナの祖母にだって、マーリアを陥れるに十分たる憎しみがあった。

　そのすべてを理解することは、マーリアにはできないが、『そういう気持ちもあるのだ』と受け入れることはできた。

「もう、夕食もいただいてしまったし、入浴してしまおうかしら……」

　セドリックは朝に出ていったきりで、一度も帰ってきてはいない。仕事が忙しいのだろうと思ったし、そのことに不満はない。

　帰りを待つべきかとも思ったが、そろそろ眠気に誘われる時間だったので、マーリアは浴場へと足を運ぶ。

「きっと昼間に入っても素敵でしょうね……」

　そのうち、試させてもらおうと思いつつ、マーリアは服を脱いだ。着替えの服とタオルがいつの間にか用意された籠があり、カレントの気配りを感じる。

　一人の入浴を不便だと思うことはマーリアにはない。

　きちんと身体と髪を洗い、身を清めた後に湯に浸かると、「ほぅ」と小さく声が漏れた。

　どこまでも温かく心地のいい温泉だった。

　湯の中で腕をさすれば、つるりとした感触だ。肌にも良い温泉なのだろう。

「ふふふ」

　思わず口から笑みがこぼれてしまうほどに心地いい。

　張り詰めていた気持ちがゆるゆると解けていくのを感じて、マーリアは目を閉じた。

　ふと、周囲の空気が動くような気配がした。気持ちをほぐしていたマーリアは、閉じていた目を開き、気配の方へと顔を向けた。

「あ……」

　そこにはいつの間に現れたのか、セドリックが立っていた。

（杖をついているはずなのに、何の音もしなかった……）

　いつの間に鍵を開けてこの花園に入ってきたのか。物音はしなかったはずだ。

「ずいぶん気配に敏感だな」

　セドリックが感心したように呟いた。

　そして、おもむろに彼も服を脱ぎ始めたので、また一緒に入浴するのだと悟った。

　いくら二度目とは言え、異性との混浴に恥じらいは強い。

　風呂の端に身体を寄せると、服を脱ぎ終えたセドリックがかけ湯をしてから中に入ってくる。

「あの……」

「なんだ？」

　両手を広げて四肢を広げるようにゆっくりとセドリックが浸かるので、どうしてもマーリアは縮こまる形になる。

「狭いなら、私の足の間に入れ」

　できれば断りたかったが、「早くしろ」と促されては、マーリアは言うことを聞くしかない。結局昨晩と似たような体勢で湯に浸かることになってしまう。

　恥ずかしさに俯いていると、項のあたりに温かいものが触れた。

「え……？」

「綺麗な項だ」

　すぐ近くでセドリックの低い声が響いた。彼の唇がマーリアの項に触れているのだと理解する。

「あっ……」

　ちゃぷりとセドリックの手が湯の中に入り込むと、そのままマーリアの腹に腕が回る。後ろから抱きしめられるような体勢になり、マーリアは逃げられない。

「セ、セドリック様……」

「ん？」

　セドリックはマーリアの項に何度も唇で触れながら、前に回した手で下からマーリアの胸をすくい上げる。湯の中でほんのりとした浮力をもって浮いていたそれは、セドリックの手で掴まれるままに、自在に形を変える。

　指先がマーリアの小さな胸の先端に触れ、そのまま何度かくりくりと指の腹でこすられると、昨夜のような甘い痺れがマーリアを襲った。

「ふっ……」

　漏れそうになる声に、思わず自分の口を押さえるが、セドリックのいたずらな手は止まらない。

「んっ……んんっ……」

　片方の手は胸をやわやわと揉みしだいたまま、また、マーリアが気をやってしまった下の淡い茂みにもう一つの手がスルスルと降りていくのを感じた。

（そちらはやめて……）

　声にならない拒否は、足を強く閉じることで表れたが、男の硬い手は簡単にマーリアの固持された足の間に入り込んでくる。

　ぬるりと指の先が触れた瞬間、自分でもそこが湯だけではない何かでぬかるんでいることに気がついた。

「え？」

「もう覚えたのか。お前の身体はお前の心と同じで、本当に素直だな」

　どこか面白そうにそう言って、セドリックは指先をグリグリとマーリアの閉じられた秘処に押し込んでくる。太い指はマーリアの秘肉をめくり上げ、彼女のまだ成熟にはほど遠い青い芽を押しつぶした。

「あああっ！」

　昨日よりも強い刺激に、耐えきれず声が出てしまった。

「気持ちいいか？」

　問われるが、指の腹が小刻みに震えるように動かされるので、その刺激に囚われて言葉が出てこない。

（や、だめ……っ）

　閉じていた足はいつの間にか湯の中でだらしなく広がり、マーリアは何かにしがみついていないと溺れてしまうような恐怖に囚われ、後ろ手でセドリックの頭に手をかける。

　黒い髪は想像よりも硬質だったが、安心して触れられた。

「あ……はっ……」

　快楽を逃そうと、どうにかしようと思っても、マーリアの身体を楽器のように奏でるセドリックの手に翻弄され、その度に自分の声とは思えない、いやらしい音が漏れる。

「んんんぅっ……」

　びんっと背筋を反らして、セドリックの上でビクビクと跳ねた。

　マーリアをまさぐる指がそれを確認して、穏やかに動きを緩めたので、ホッと息をつく。

（なに……これ……）

　まだ胸や秘処にセドリックの手は絡んだままだが、動いていないのでなんとか気持ちを落ち着かせようとする。それでも、身体の中心からふつふつと煮え立つように湧き出てきた快楽は、マーリアの気持ちを落ち着かせてはくれない。

「もう一度、イくか？」

　耳元で甘く囁かれて、マーリアは「んんっ」と声を上げて首をすくませた。それから過ぎた快楽をまた味わうことに怯えて首を激しく横に振れば、セドリックが鼻で笑った。

「そうか、ならばもう少し先に進むか」

「え……？」

　セドリックが腰を上げる。マーリアもつられて湯から立ち上がると、両手を後ろから掴まれた。

「そこにそのまま両手をつけ」

　セドリックに促されて、風呂の縁に両手をつく。

（え、これって……？）

　尻をセドリックに突き出すような姿勢に羞恥を覚えたが、イッたばかりの身体はすぐには反応ができない。

「足を閉じろ」

　グッと両方の太ももを外側から押しつけられ、足を閉じた。その足のつけねに、ズブズブとやけに熱くて硬い物が入り込んでくる。

（何、こ――）

　腕の間から視線を足の間に向けて、マーリアは絶句した。自分の足の間から、セドリックの性器が突き出していたからだ。

　あまりのことに呆然としていると、マーリアの腰をしっかりと掴んでセドリックが腰を動かし始める。

　マーリアが達したことによりあふれ出ていた愛液が、セドリックの雄芯に絡み、足の間の移動をスムーズにさせた。

「なっ……あっ？」

「足を広げるな」

　尻をグッと掴まれ、マーリアは驚きながら足の間に力を入れた。そうすると、先ほどセドリックに触れられ硬く敏感になった芽が、セドリックのそれと擦り合う。

「ああんっ！」

　あられもない声が口から漏れたが、両手をついているために己の口を塞ぐことができない。

「あっ……こんなの……恥ずかしいっ……」

「そう言いながら、感じているだろうが。さっきよりもぬかるんでいるぞ」

　グリグリとセドリックの雄芯で股の間を擦られ、それだけでまた達しそうになる。

「このまま、お前の中に入ってしまいそうなぬかるみ具合だな」

　膣の入り口にセドリックの雁首が触れる。確かにセドリックの言う通り、中から止めどなく溢れる蜜が、まるでセドリックを誘うようにトロトロと溢れてくる。

　くぷっと音がして、切っ先がほんの少し入るだけで、きゅんっと腹の下のあたりが甘く疼いた。

　その先に何があるかなんて知らないのに、身体はその先にも快楽があると本能で悟っているかのように、セドリックを甘く誘う。

「このまま入れてしまいたいな」

　ぐぐっと入り込んでくると、今度は強い圧迫感が伴ってくる。まだほころび始めたばかりのマーリアの花は、セドリック自身を完全に受け入れるには足らなかったようで、一瞬感じた痛みにセドリックはすぐにそこから離れた。

「安心しろ、まだ散らしはせぬ」

　セドリックはそう言うと、またマーリアの股の間で雄芯を動かし始めた。

　擬似的な性交だとマーリアは思った。こんな風に男の物を自分の身の内に入れることになるのかと悟る。

　それはとても恐ろしく――。

（なのに、どうして……？）

「んんぁっ……！」

「くっ……」

　セドリックの雄芯がマーリアの足の間でビクビクと跳ねた。びちゃびちゃと何か粘着質な液体が飛び散る音。そしてそれらがマーリアの足を伝う。

　セドリックの種だと、マーリアは感覚でわかった。

　そしてそれと同時に、マーリアの芽もまたセドリックに反応するかのようにビクビクと震え、また達する。

（どうしてこんなに気持ちがいいの……？）

　耐えようもない快楽を自分に与える行為を、マーリアはその日、初めて知った。










第三章

秘められた婚約者











　セドリックの館……といっても、マーリアはその中央の『花園』の外は知らない。

　限られた空間の中の生活は、驚くほどに穏やかで快適だった。

　天井一杯のガラス窓から降り注ぐ陽光は、時にマーリアに外にでもいるかのような錯覚を起こさせる。

　しかし、場所を変えれば、温泉や書庫があるので、常に外にいるという感じでもない。時計はなくとも空の光で、朝や夜を知ることができたし、定期的にカレントが食事を運んでくれるので飢えることもない。

（閉じられた空間のはずなのに……）

　穏やかな生活はマーリアのささくれだった心を癒やしていく。時折、悪夢に目覚めることがあったが、そんな時はいつもセドリックが傍にいて、マーリアをその胸に抱いて寝てくれるので怖さは薄らいだ。

　鏡の前に座り、己の伸び始めた髪をとかしながら、マーリアは思う。

（こんなに幸せでいいのかしら……）

　そう、確かに自分はこの状態を『幸せ』だと感じていた。

　飢えもなく、寒さに怯えることもない。それだけでも十分ありがたいのに、セドリックはマーリアをとても大切に扱ってくれる。

（まだ……本当の意味では抱かれていないというのに……）

　頬がほんのりと赤くなってしまう。

　セドリックがマーリアの身体に触れる夜は頻繁だ。たまに朝の寝起きにいたずらされることもある。だが、セドリックはマーリアの純潔を散らすことはなく、ゆっくりと慎重にマーリアの花が咲くのを待っていた。

　待たれているということは、彼が時折、マーリアの手や足を使って達するからわかる。

　その時の強烈なほどに強いセドリックの眼差しに、貫かれていなくともマーリアの身体は熱くなる。

　いつがその時なのか……。

　その時は、それほど遠くない日に思えた。その証拠にあれほど固くセドリックの指の侵入を拒んでいたマーリアの秘処は、今では何本もの彼の指を銜え込んでも平気になっている。

（あんなに大きな手なのに……）

　そこまで思い出して、慌ててマーリアは首を横に振った。

　昼間から考えることではない。

　身支度を調え、さて今日は何をしようかと考える。

　ぐるぐると花園の中を運動代わりに歩いているので、運動不足になったことはない。カレントに教わって花に水をやることも覚え、楽しみの方が多い。

　セドリックが一日家にいる日は、二人でまったりと花園の中で過ごすこともしばしばだ。

　しかし今日は違っていた。

「マーリア様、申し訳ありませんが本日はなるべくお静かに中でお過ごしください」

　朝食の後にカレントがそう言った。いつも変わらぬ表情ではあったが、今日は声色が違った。低く、強い意志を込められた言葉に、何かただならぬものを感じ、マーリアは「わかりました」と答えた。

「昼と夜のお食事はこちらに用意しておきます。いつもより簡素な物で申し訳ありませんが……。けっして外から何か呼びかける声があったとしても中で声を上げないでいただければと思います」

「は、はい……」

　何が起こるのかマーリアにはさっぱりわからなかったが、セドリックが早朝に家から出ていったことが関係しているのだと思った。

　彼はなるべくマーリアと朝食を一緒にとる。その彼が今日は不機嫌さを隠しもせずにそのまま着替えて外出してしまったのだ。何かあったことは自ずと察せられた。

　そしてそのまま一人でひっそりと書庫で本を読んでいた。

　温室の中にあるので、本が駄目になってしまわないかと思ったのだが、書庫は花園のかなり端の方にあり、いくつもの仕切りの奥、天井もガラスではない場所にあったので、傷んでいる様子は見られなかった。

　しかも真新しい本は皆、若い娘が好きそうな物語ばかりで、それらはマーリアのために用意された物だとわかる。

　昼食として用意されたサンドイッチをつまみながら、静かにマーリアは一日を過ごした。

　そして、ようやく夕方に向かい、花園の中が静かに陰ってきた時に、それは起こった――。

「いけません、こちらの部屋に入ってはなりません！」

　カレントの大きな声が花園中に響いた。

　マーリアはビクッと肩を震わせ、硬直する。

「こちらはセドリック様の私室でございます」

「そんなことは知っている」

　知らない男の声だった。

　花園の穏やかな静けさをビリビリと切り裂くような、酒焼けしザラリとした男の声だ。

「ここは叔父上が婚約者のために造った部屋だろう？　ふんっ、まるで温室のようだな。どれだけ金をつぎ込んだんだ」

（叔父上……？）

　セドリックの血縁なのだろうが、ずいぶんセドリックと声質が違う。『叔父』と称するのであれば、彼は『甥』のはずだ。しかし、それにしてはあまり若さの感じない声だ。

　むしろ、マーリアを襲ったあの男たちのような、どこか乱暴な声色が耳障りだった。

（怖い……）

　カレントが言っていたのはこのことだったのかと思い当たる。

「ガゼーゼン男爵、セドリック様の私室と知った上でのこの狼藉、いかに国王陛下の第三王子といえども許される事ではありません！」

（王子様……!?）

　この国の王子の来訪に、マーリアはさらに震え上がった。

（でも、どうして王子なのに男爵位を……？）

　この国では、王位継承権を持つ者には爵位は与えられないはずだ。訝しげに思ったが、それよりも今は自分の身の安全を確保しなければならない。

（どこか隠れる場所……）

「最近、叔父上が自宅に引きこもっているのは、女ができたからだともっばらの噂だぞ？　偏屈なあの叔父上が囲っている女がどんなものか、この俺が直々に吟味してやろう」

「そんな者などおりませぬ！」

「ええい、うるさい！　使用人の分際で俺に指図をするな！」

　バンッと強い音がした。

　カレントが殴られたのだろう。「うっ」と短い声と共に、ドサリと誰かが倒れる音がした。

（なんてことを……）

　いくら使用人と言っても、セドリックの家を預かる執事長だ。主なき家を守る者に対して、あまりにも勝手な暴力に、さらにマーリアは心を冷やした。

　声と行動だけで、ガゼーゼンという男がどんな人間なのか、容易に理解できた。

（に、逃げないと……）

　もし見つかったら何をされるかわからない。

　だからこそ、カレントはあのような普段出さない大きな声で、マーリアに危険を知らせたのだ。

　マーリアは震えながらも書庫から花園の森の中に足を向けた。

　声からは遠い方へと向かう。

　すると少ししてから書庫でガゼーゼンがマーリアの食べかけのサンドイッチを見つけたらしく、

「やはり誰かいるのだな！」

　と歓喜の声を上げた。

（怖い……！）

「女、出てこい！」

　ガハハハと下品な笑い声は、とてもこの国の王子という地位の人間が出すものとは思えなかった。ガシャンガシャと植木を倒す音、植物たちを切りつける音がした。

（ひどい……）

　せっかく綺麗に咲いた花がいくつもあったのに、それらを彼が踏み潰しているのだろう。

　花園の中は森のようだと言っても、完全な森ではない。

　どうしても木々の隙間から、マーリアの姿は見えてしまう。

　そして不運にも、時刻はまだ夕刻ではない。

「何か光った！　なんだ、あれは！」

　マーリアの髪は、木漏れ日によりほんのりと水色に発光していた。いくら短くしているとはいえども、光ってしまえばそれは目立つ。

「女あああああ！」

　ザザザザ。

　ものすごい音を立てて、草木をなぎ倒して一直線にガゼーゼンがこちらに向かってくる。

「ヒッ！」

　ついにはその手がマーリアの髪を掴んだ。

「ふん、短い髪だな。叔父上は尼シスターでも連れてきたのか」

　そのまま乱暴に髪を引っ張られると、ブチブチと何本か抜けた。

「それにこれはどういうことだ。髪自体が淡く発光しているだと……？　こんなに不思議な女、今まで見たことがない」

　興奮するガゼーゼンの言葉に、マーリアは心底怯えた。

「……痛いっ」

「はははっ。一丁前に痛がるのか。俺はこの国の第三王子だぞ。お前のようなどこの者ともしれぬ女が口をきいていい相手ではない」

　そのままブンッと頭を振られ、乱暴に木に打ちつけられた。

「あうっ……」

　痛みに意識が遠のきそうになる。そのままズルズルと木に背中を預けて座り込む。ぼやける視界でマーリアは初めてガゼーゼンを捉えた。

　セドリックのような美しい男というよりは、粗野さの目立つどこにでもいるように男だった。茶色い髪に茶色の瞳、頬には吹き出物が散らばり、お世辞にも美しいとは言えない男の、どこが王子なのだろうか。容姿を抜きにしてもその傲慢な態度は、とても王族とは思えなかった。

「ほお？　顔はなかなかいいな。女、喜べ。叔父上のお下がりというのも面白くないが、お前を俺の女にしてやる」

（何を……）

　セドリックの花園で好き勝手にして、その上この男はマーリアを自分のものにするつもりらしい。その傍若無人ぶりにマーリアはキッときつく彼を睨んだ。

「なんだその目は。尼ごときが」

「きゃっ……」

　バシンッと頭を叩かれる。腕で防いだが大きな手はその腕ごと叩いてきたので、頭と腕に振動と痛みが伝わる。

「ちょうどいい。ここで味見をしてやる」

　そう言うと、何を思ったのかガゼーゼンはマーリアの頭を掴んだまま、ズルズルと中央の寝台へと引きずっていく。

　そして寝台にマーリアを物のように投げつけ、そのまま覆い被さってきた。

　乱暴に足を開かされ、マーリアはあまりの嫌悪に吐き気さえもよおしてくる。

「――っ！」

「そうだ、黙って俺を受け入れればいい。お前は叔父上にとっては婚約者の代わりなんだろうから」

（婚約者……！）

　そういえば先ほどもガゼーゼンがそのように言っていたことを思い出す。

　ここは、セドリックが自分の婚約者のために造った部屋だと。

　すでに亡国の姫となったマーリアは、名もなき存在に等しい。そのような女がどうして婚約者の部屋にいるのか。それはおかしいことなのだと、言われなくてもわかった。

（ああ……）

　ただの気まぐれか、それとも戯れか。

　婚約者ということはいずれ結婚するのだろう。そんな人がどうしてマーリアをその部屋に閉じ込めたのか。

　いずれ結婚した後は、マーリアのことを殺すつもりだったのだろうか。

「そうだ、そうして大人しく抱かれればいいのだ」

　ガゼーゼンが荒々しい息を吐きながら顔を寄せる。

（セドリック様……どうして……）

　だらりと腕の力を抜いて目を瞑ると、ガゼーゼンはニヤニヤしながらマーリアの胸をわし掴みにしてくる。

「叔父上はさぞかしお前を溺愛したのだな。指に吸いつくような肌だ」

　舌なめずりする声も、乱暴な手も、全部受け入れたくない。

　このまま目を瞑って死んでしまいたい。

　そう思った。

　身体の芯から、心さえも冷えようとした時――。

「殺すぞ」

　冷たい、どこまでも冷たい声が、マーリアの耳に飛び込んできた。

「お、叔父上……！」

　ガゼーゼンがうわずった声を出しながら、慌ててマーリアの上から飛び退いた。

　マーリアが開いてしまった胸元の服を引き寄せながら身体を起こすと、真っ正面の扉のあたりに、一人の男が見えた。

　背後では固く閉ざされていた花園の扉が大きく開かれている。

　夕方の薄暗かった部屋に、外の明かりと共に現れたその人は、正しくこの屋敷の主であるセドリックだった。

　彼は今まで見たこともない厳しい眼差しをこちらに向けている。

「お、叔父上……これは……！」

　ガゼーゼンがへたりとその場に座り込んだのは、あまりにもセドリックの殺気が凄まじかったからだ。

　カツン、と杖の硬質な音が一度して、そのままセドリックが寝台にやってくる。

　よろよろと立ち上がったマーリアをグッと乱暴に己の胸に引き寄せた。

「セドリック……様」

　その胸にギュッとしがみつき、マーリアは震えながら顔を押しつけた。

　セドリックの温もりに、つま先まで冷え切った身体にほんのりとした温かさが戻ってくる。トトトッと小動物のように跳ねていた心音は、その広い胸の中に留まることでようやく安寧を取り戻す。

「ガゼーゼン、ここがどこかわかっているのか？」

　静かな、だがけっして相手を許す気のない怒りに満ちた声が、頭上からする。

　凄まじいまでの威圧がガゼーゼンに向けられていたが、幸いにも胸に顔を埋めているマーリアにはそれがわからない。

　その場にへたり込んだガゼーゼンは、叔父の怒気を孕んだ――というよりもむしろ殺気しかない気配に、ただ、ただ飲み込まれ、カタカタと歯の根の合わないままに答える。

「お、お、叔父上の家です」

「そうではない。ここの場所の意味をお前は知っているだろうが？」

　セドリックはさらにガゼーゼンを追及する。一言たりとも言い逃れは許さないとその声はガゼーゼンに伝えていた。

「お、叔父上の婚約者のための部屋です！」

　ガゼーゼンが声を張り上げてそう叫べば、セドリックが間髪入れずに叫んだ。

「ならばその場所にこの家の主でもないお前がなぜいる!!」

「ひぃっ！」

「私はお前を屋敷に入れることは後見人として許しているが、この場所に入ることを許したことは一度もない。あまつさえ私の留守を預かるカレントにまで怪我を負わせるとは、お前は後見人の顔に泥を塗ったな！」

「そ、そ、そんなつもりは……」

「恥を知れ！」

　雷のような声だった。雷鳴のように花園中に響き渡るセドリックの声は、ビリビリとして聞いた者を全員感電死させるかのような激しさがあった。

　それを真っ向から受けているガゼーゼンはたまったものではなかったらしく、「は、はひっ」と奇妙な声しかもう上げられない。

「今すぐここから立ち去れ。お前の後見の件も含め、このことは国王に忠言するので、しかと覚悟しておけ」

「そ、そんな、叔父上！」

「王籍から外されただけではまだ足りなかったか、この痴れ者め」

　グッとマーリアを強く抱き寄せると、セドリックは最後にさらに低い声でガゼーゼンに言い聞かせる。

「ここは私の婚約者の部屋だ。そしてこの部屋は未だ誰もおらぬ。それはこれからも変わらぬ。この部屋には誰もいない」

（え――？）

　その言葉で、セドリックがガゼーゼンに、マーリアのことを口止めしていると気づく。

　この部屋に住んでいる者などいない。

　そうセドリックはガゼーゼンに言い聞かせているのだ。

　ガゼーゼンもそこまで馬鹿ではなかったらしく、セドリックの言わんとしたことを悟ったらしい。

「で、でしたらそれほどお怒りにならなくとも……」

　しかし、愚かにもマーリアの存在をさらに軽んじたガゼーゼンの言葉に、ついにセドリックは切れた。

「ここで今すぐ死ぬか？」

「も、も、申し訳ありませんでした……！」

　かつてはこの国の王位継承権も持つ王子であったはずのガゼーゼンは、その片鱗など露ほども見せずに、深くセドリックに土下座すると、そのまま逃げるようにその場を出ていく。

　セドリックの胸の中ではあったが、ガゼーゼンが逃げていく瞬間、下を向いていた彼がチッと舌打ちした後に、マーリアを一瞬だけ睨んだ。心底屈辱を噛みしめた顔で、あからさまに憎悪の目をマーリアに向けたが、それは一瞬でセドリックの手によって隠される。

「以後、お前は公爵家の縁などない人間となる！　おめおめ許されると思うな!!」

　逃げていくガゼーゼンの背に投げつけるようにして吐きすてられた言葉は、事実上の後見打ち切り宣告だと、マーリアにもわかった。

　ガゼーゼンが慌ただしく玄関を出ていく音がした後、バタンと開けっぱなしだった花園の扉が閉められた。

　すっかり日は落ちてしまったのか、そうすると花園の中は薄暗闇で満ち、マーリアの淡く発光していた髪も元の白銀に戻った。

　マーリアはそろそろとセドリックの胸から顔を離し、上を見上げる。

　すると漆黒の瞳がこちらを優しく見下ろしていた。

「怪我はないか？」

　先ほどとは打って変わったマーリアをいたわる優しい声色に、マーリアは心底安堵した。

（よかった……）

「セドリック様……」

　くしゃりと顔を歪めてしまうことは淑女としてはいささか子ども過ぎたが、それをうわまわるほどの安心と安堵がマーリアを包み込む。

「セドリック様ぁ……」

　ぽろぽろと大粒の涙をこぼすと、セドリックが目を細めて微笑む。

「子どものようだな……」

　呆れられたかと思ったが、それでも涙は止まらない。ごしごしと目元を擦りながら謝る。

「す、すみません……」

「いい、そうやって擦るな。赤くなるぞ」

　マーリアの目元を優しい手が撫でて、マーリアの涙を拭ってくれる。

　マーリアはその手に頬をすり寄せながら、さらにきゅっと手をセドリックの背の方まで回してしがみつく。

「ごめんなさい……」

「いや、お前のせいではない。私が登城しないことで余計な疑惑を持たれてしまったせいだ。怖い思いをさせた、すまない」

「え……？」

　意味が理解できず顔を上げたマーリアに対し、セドリックは再び微笑む。その柔らかな笑みにマーリアは胸がきゅっと苦しくなるのを感じた。

（ああ、私、この人のことを好きになっている……）

　瞬間、己の気持ちをマーリアは悟る。

　当然と言えば当然の成り行きだった。幸せだった日々から一転、苦しみの重しを載せられたような日々だった。

　どうして生きているのか、どう生きればいいのか。

　わからないまま、暴漢に襲われていたマーリアを助けてくれたのはセドリックだ。

　その真意は未だマーリアには測ることはできないが、この男が自分のことを大切に扱ってくれることは痛感している。

『セドリック様にとってこの花園は宝箱のようなものです』

　そう言った執事のカレントの言葉がよぎる。

　その花園の中で、やはり宝物のように自分も扱われていることを強くマーリアは実感した。

　こんな風に優しく大切にされてしまえば、マーリアの脆くなっていた心は簡単に傾いでしまったのだろう。

　セドリックに惹かれることを止めることは、もう自分でも無理だった。

　だがしかし――。

『叔父上の婚約者のための部屋です！』

　ガゼーゼンの耳障りな声が耳にこびりついている。

　セドリックの婚約者のために造られた花園に、どうして自分はいるのだろう。

　どうしてそこで自分は生きているのだろう。

（私はいない存在としてここでは扱われているのに――）

　セドリックがそうガゼーゼンに言い聞かせたということは、ここは当然マーリアの部屋ではないのだ。

　その事実が痛いほど自分の胸を貫く。

「まだ震えが止まらないか……今日は湯に浸かって早く寝よう」

　マーリアをいたわるセドリックの声が甘い。

　優しくしてくれるこの男を、自分は愛したい。

　それなのに、今のマーリアには何もないのだ。すでに国はなく、葬られた存在の自分が、これ以上、何を望むというのか……。

（ああ、せめて――）

　せめてセドリックの婚約者がこの花園に来るまでの間だけでも、宝物として扱ってほしい。

　温泉に導かれ、一枚一枚服を脱がされる間も、小さく震えるマーリアに、時折セドリックは小さな舌打ちを打つ。

「こんなところにまで傷が……」

　マーリアの柔肌に傷痕が残らないようにセドリックが優しく傷口も拭ってくれる。

　二人でゆっくりと湯船に浸かると、ようやくマーリアは一息つけたような気がしたが、それでも心の靄は晴れない。

「ガゼーゼンは側妃の息子だ。王太子と不仲だった故、王位継承権は剥奪され、私が後見人として面倒を見ることになったのだが、もうあれでは庇いようがない……育て方一つでこうも人間として違うとは……」

　マーリアの髪を手で梳きながらセドリックがため息をついた。

「お前のように、父親の言うことを素直に聞くように育てられた娘もなかなか恐ろしいとは思ったが、ガゼーゼンのように傲慢に育てるよりはよほど正しかったな」

（ん……？）

　父親のことをマーリアは話した覚えがなかったので、セドリックのその口ぶりに少し違和感を覚えたが、自分を見つめてくるセドリックの目があまりにも優しかったので何も言えなくなってしまう。

　きゅうと胸が苦しくなって、同時に切なくなる。

「セ、セドリック様……」

「ん？」

「わ、私を……」

　震える声でマーリアはセドリックに告げる。くるりとふりかえりセドリックの右足を踏まないようにその胸に縋る。

「マーリア？」

「私を……あなたのものに……」

「ふっ、お前はもう私の物のはずだが？　ああ、先ほど誰もいなかったとガゼーゼンを脅したからか？　気にするな。アレが吹聴すると面倒だから言ったまでだ」

「違っ……」

　パシャンと湯が跳ねる。

　マーリアは首を懸命に振り、湯あたりだけではなく頬を染めながらセドリックに懇願する。

「私をあなたのものにしてください……」

　今日のように、また誰かが花園に入ってくる可能性は、まったくないとは言い切れない。

　その時、自らの純潔を奪われてしまうことをマーリアは望まない。

　むしろ嫌だった。

（奪われるより捧げたい……）

　自分の命を救ってくれた人に。自分を宝物のように大切にしてくれるこの人に。

「マーリア……」

　セドリックが息を呑んだ。

「それとも何度も他の男に組み敷かれそうになった女では駄目ですか……？」

　泣きそうになりながら問えば、セドリックが声を上げて笑った。それからマーリアの頬に優しく手を置くと、真剣な目でマーリアを見つめて言う。

「たとえお前が娼婦に墜ちていようとも、私がお前を見つけたなら、必ずこの花園に連れてきた」

「セドリック様……！」

　どうしてセドリックがそこまで自分のことを買ってくれているのかわからなかったが、それでも歓喜が胸にわき、マーリアはセドリックの首にしがみつく。

　そしてもう一度、その耳元に囁いた。

「私をあなたのものにしてください……」

「……」

　セドリックは少しの間黙っていたが、すぐにマーリアを抱きかかえるとそのまま立ち上がる。

　一瞬彼の右足の怪我を慮ったが、すぐにそんな余裕はなくなった。

　彼は水浸しのまま温泉からあがると、そのままズカズカと浴場を出ていく。

「セドリック様……？」

　杖も持たずに二人ともびしょ濡れのまま、セドリックが向かった先は、花園の中央にあるあの寝台だった。

　そっとそこに横たえられ、マーリアは頬を赤く染める。

「寝台が濡れてしまいますよ……？」

　心配するような声色で問いかけたが、マーリアの心の内はセドリックに見抜かれていたらしい。

「そのような期待した目で私を見ながら、ずいぶんとつれないことを言う」

　クスリと艶やかに笑ってマーリアの上にセドリックがのしかかってくる。足の間にセドリックの膝がそっとさしいれられ、片肘がマーリアの頭の横についた。

　マーリアの身体はすっぽりとセドリックに覆い隠された。

　すっかり夜になってしまった花園の寝台の中で、さらに濃密な闇色にマーリアは包まれる。

「どうせ、すぐにもっと濡れる」

　掠れたような声が耳元に落とされ、そしてマーリアは闇に溶かされた――。







「っ……あっ……ああっ……」

　三日月の心許ない明かりだけが花園に降り注ぐ。よく目を凝らさなければ見えないほどの闇の中で、忙しなく動く塊。

（こんなに……違うの……？）

　風呂での戯れは、本当に『戯れ』だったのだとマーリアは悟る。

　閨でのセドリックは、まるでマーリアを浸食する闇のようだった。

　手が、指が、舌が、すべてがマーリアは舐めつくし、触れつくし、いたわりつくす。

　優しいはずのそれらは、優しいだけではなかった。

「ああっ！」

　くちゅり、と音を立ててセドリックの指がマーリアの蜜源に入り込んでくる。最初はいたわるように様子を見ながら、だがすぐにそれはぐちゅぐちゅと蜜を絡めて卑猥な動きを見せる。

　跳ねようとする身体はセドリックに簡単に押さえつけられ、のけぞる首筋に何度も宥めるようにキスを与えられた。

「セドリック様……んっ……こんなっ……」

「大丈夫だ、何も恐れるな」

　そうマーリアを宥めながらも、指はマーリアをさらに責め立てる。何度もむしゃぶりつかれた胸の先端は、すっかり赤く尖って、もっと吸ってほしいと言わんばかりに立ち上がっている。

　セドリックはマーリアの鎖骨に、チクリと軽く痛みを与えた後、その先端をまた強く吸った。

「あああっ！」

　ビクビクと跳ねるとさらに足奥の方でも指が何本も動いて、マーリアに別の快楽を教え込む。もっと、もっと、それだけじゃ足りないと感覚が先にマーリアに訴えかけるが、何が足りないのか。

　過ぎた快楽に翻弄され、跳ねる度に身体の力が抜けていく。

（まるで私の身体じゃなくなっていくみたい……）

　きっと何度かイッているはずだ。だが、その波の頂点だと思ったまだ先まですぐに連れていかれて、どこまでこの快楽があるのか空恐ろしくなる。

「んっ……あんっ……」

　甘い声は止めどなく唇から涎とともに漏れてしまう。たまにそれをすくうようにセドリックに啜られるのが恥ずかしい。

　いや、何もかもが恥ずかしい。

　足を閉じることもせずに、マーリアの奥深くにセドリックの指を受け入れている。

　なんとはしたない格好をしているのだろうと、己を恥じる前にセドリックがマーリアに囁く。

「ああ、マーリア。お前は可愛いな……」

　その一言で、もっと可愛いと言ってほしくなる。もっと可愛いと思ってほしくなる。

「セ、セドリック様……」

「マーリア……」

「もっと……」

「ん？」

「もっと可愛いって……欲しい」

　はあはあと乱れた息を吐きながら、それでも自分の願いを言えば、セドリックが息を呑んだ。

「お前は私をどこまで――」

　セドリックが何か言いかけたが、その後は口を閉ざし、そのままマーリアにキスをしてきた。

　舌が伸びてきてマーリアの咥内に入り込む。舌先でマーリアの小さな舌に絡まれるだけで、背筋がゾクゾクとした。

　それにマーリアが気を取られている間に、グッと片足をセドリックが持ち上げた。そして、いつの間にか指が抜かれた膣孔に、別の何かが押しつけられる。

　指ではない。もっと大きな何かがマーリアの蜜源の縁にあてがわれている。

　すっかり濡れているそこの蜜をすくい取るかのように、その大きな何かはグリグリと動く。それだけでマーリアの腹の奥がきゅうと疼く。

　その先を知らないはずなのに、その先こそが自分の求めていたものだと思った。

「挿れるぞ」

　耳元で低く囁かれた後に、セドリックがゆっくりと自身をマーリアの中に挿入してきた。

「あっ……」

　グッと己の中を拓いていく物量は、指の比ではなく、そしてゆっくりと侵入してくるのが否応なしにわかった。

（これは……なんて……）

　マーリアの意志など微塵もなかった。

　みしみしと自分の身体が悲鳴を上げている。あんなに快楽を教え込まれたはずの蜜道は、無理矢理こじ開けられる痛みに固く強ばる。

「最初は痛むが、すまない」

　マーリアの頭を撫でて囁くセドリックの言葉はとても申し訳なさそうだったが、その声色は今まで聞いたどの声よりも艶めいていた。

「セドリック様……」

　その顔がどんな表情をしているのか知りたくて、震える手で彼の両頬に触れた。

「マーリア……」

　セドリックがその指にキスをして、それからマーリアと視線を絡ませる。

　その瞬間、痛みなどすべて消し飛んだ。

　マーリアは心の底からわき溢れる想いに胸がいっぱいになる。

（ああ、私……）

　流すつもりのなかった涙が、どっと溢れてきて、セドリックが驚きに目を見開く。

「痛いか？」

　腰を引かれそうになり、慌てて首を横に振った。

（違う。違うの）

　頬を包んでいた手をそのままセドリックの首に回し、彼にしがみつく。

「嬉しいの……」

　先ほど見たセドリックの表情――そこにあったのはひたすらマーリアだけに向けられた熱情だった。マーリアが痛くないかいたわるような様子と、それでも雄としての本能に切迫された欲情がない交ぜになったその表情の中で、二つの黒曜石のような瞳に映るのはマーリアだった。

　セドリックはマーリアだけを見ていた。

　それは当然と言えば当然のことなのに、それでも今、この一時を、彼のすべてが自分に向けられていることに、マーリアはこの上なく心を揺さぶられたのだ。

　身体の中に自分以外の人間が押し入る感覚は、まるで侵略のようだったのに、その瞬間、それは反転した。

（私がセドリック様を受け入れているんだ……）

　自分の身の内に、最愛の人を招き入れている。包んでいるのだと、その瞬間にマーリアは悟った。

「？　マーリア？」

　マーリアの内側の硬い強ばりが変化したことは、直接セドリックにも伝わった。

「セドリック様……もっと来てください……」

（もっと私の奥に……）

　ギュッと抱きしめれば、セドリックがビクリと一度震えた。

　彼は息を止めると、その次の瞬間、今までと打って変わった荒々しい勢いでマーリアの中に入り込んでくる。

「ああっ……」

　痛みは喜びにすり替わる。悲しいことも辛いことも何一つなかった。

　ただ、ただ、幸せだった。

（私の中にセドリック様がいる……）

　これは愛されることで、同時に愛することなんだと知る。入る側と受け入れる側で、その役割は大きく違うが、マーリアにはこの行為が受動的なものではないと知った。

「くっ……マーリア……」

　セドリックが声を詰まらせながら腰を揺らす。マーリアの芳醇な蜜を絡めた彼自身は初々しい襞に包まれ、愛される。

　マーリア自身も、痛みだけではなく、喜びだけでもない何かが身の内からわき上がるのを感じていた。

「セドリック様……あっ……あっ……」

　揺さぶられる度、奥を突かれる度に、声が甲高くなっていく。甘く蕩けるようになっていく。

　ズンッと腹の奥で疼くのは子宮だろう。セドリックの訪れを喜んでいるのだ。

「あ、気持ち、いいっ……」

「マーリアっ……」

　セドリックの中にあったであろう処女へのいたわりはすでに消えていた。

　激しく熱く挿入される熱軸は、マーリアという花園に包まれる。

「こんなっ……」

　セドリックが汗をポタポタと垂らしながらマーリアの頬に触れると、マーリアは快楽に蕩けた瞳でセドリックを捕らえながら、微笑む。

　そこに無垢な少女の微笑みはない。

　愛を知った女の微笑に、セドリックがさらに煽られる。

「あ、あ、ああっ！」

　マーリアの身体が跳ねると、ますます内襞がセドリックを包んでいく。

「くッ……！」

　セドリックが短く声を上げ、次の瞬間にはマーリアの頭を強く抱き込んで、最奥でその欲をすべて放った。

（ああ……温かい……）

　先ほどまでマーリアの中を暴れ回っていたソレが、昂りを放ったことにより落ち着いていくのが愛しい。マーリアは無意識にセドリックに顔を寄せる。するとセドリックも顔を寄せてきて、しっとりと唇が合わさった。

　互いの欲が消えた後の口づけは、マーリアの心の波を穏やかにさせていく。

　のしかかる重みも、受け止めるセドリックの身体も、すべてが愛しく思えた。

　薄布で覆われた天蓋のさらに先で、花園のガラス天井が見える。

　美しい楽園には、マーリアとセドリックしかいない。

　そのことがたまらなく嬉しかった。

　そして同時に――。

（この人には婚約者がいるんだ……）

　現実がとてつもなく胸を苦しくさせた。マーリアは気づかれぬよう、熱情ではない哀しみの孕んだ滴を、その眦から一滴、こぼしたのだった。










第四章

亡国の姫君











　ガゼーゼンは、この国の王子だった。〝だった〟と過去形なのは、彼が今は王子ではなく母方の祖父母の家に養子に出されたからだ。今は家督を継ぎ男爵となっている。

　本人は自分が養子に出され王位継承権を失ってしまったことは、母親が男爵という低い地位の娘であり、側妃だったからだと思っているが、それは違う。

　彼があまりにも野心多き人間であり、浅慮だったからだ。

　ビレフィールド国王は、早々に彼を王籍から外し、王妃との息子である王子たちと離し、臣下としての道理を根気よく教えたのだが、成人するまでついぞ彼は国王の慈悲を理解できなかった。

　何故なにゆえ、国王の血を引きながら自分には王位継承権がないのか。

　何故、自分だけが臣下として、兄弟たちに頭を下げなければならないのか。

　その腹立たしさから、または周囲の人間が悪かったからか、彼はさもしき人間に成長し、あまつさえ自分の後見人である公爵の怒りまで買ってしまった。

『そなたをかばい立てすることはできぬ……』

　国王は苦々しい表情でガゼーゼンにそう言った。

　実の父であり、この国の王でありながら、王弟さえ御せぬ父親をなんと情けない男だと、心の中でガゼーゼンは唾棄した。

「なぜ、俺ばかりがこんな貧乏くじを引かねばならぬ！」

　己の性根が腐っているが故だということを、ガゼーゼンは理解することなくそう叫んだ。

　周囲ではそんな彼を遠巻きで見る者も多い。

　今もそうだ。カウンターで管を巻く彼に近づく者はいない。

　そこは貴族の会員制のラウンジだ。アンダーグラウンドの輩が多く、元は貴族の屋敷がそのままラウンジとして買い取られたものだ。そのためいくつかの個室が用意されていたが、ガゼーゼンがここに来るときはいつもカウンターだった。

　個室を選べないからだ。

　王の血を引きながらも、彼は一介の男爵でしかない。個室を選べるのは伯爵以上の上位貴族と決まっていたので、ここでも彼はわけのわからぬ階級に縛られる。

　どうして王の血を引きながら、自分はこんなに下位として扱われねばならないのか。

　どうして公爵ごときに今の地位さえ危ぶまれるほど叱責されねばならぬのか。

　王の血を引いているのに――。

「でしたら他の国に行かれるのはどうでしょうか？」

　彼の隣にはいつの間にか見知らぬ男が座っていた。見たことのない男に、ガゼーゼンは顔をしかめる。

「お前は何だ？」

「少し、個室でお話などいかがですか？」

　個室への誘いに、彼が上位貴族と関わりのある者だと知ったが、城で彼を見たことなどガゼーゼンには一度もない。訝しくは思ったが、たらふく飲んだ酒のせいか、彼は見知らぬ男の誘いに乗った。

　初めてガゼーゼンが入った個室は、ガゼーゼンが想像したよりも広く、自分より上位の貴族はいつもこんなところで酒を飲んでいるのかと思うと腹立たしかった。

　さらに、部屋の真ん中ではボロ布のような老婆が倒れていて、ガゼーゼンは顔をしかめる。

「なんだ、これは」

　ガッと躊躇いなくその老婆を蹴り上げると、老婆は虫の息でひぃとだけ鳴いた。

　部屋の奥で、恰幅のいい男が椅子に座りながらこちらを見ている。

　貴族らしき装いだとはわかるが、やはりこの男も自国の貴族にしては顔をまったく知らない人間だった。

　もしかすると他国の人間かもしれないということに、ようやくガゼーゼンの頭が働く。

　たまに、自国の貴族が他国の貴族との密談にこのラウンジも使うと聞いたことがあった。

　しかし、それならば、なぜ他国の人間がガゼーゼンに声をかけたのかがわからない。

　警戒するガゼーゼンに男は言う。

「このような髪の女を知りませんか？」

　彼がずるりと取り出したのは、髪の束だった。おそらく鬘かつらだろうそれは、普通の髪とどこか違うように見えた。

　銀色のまるで絹糸のような髪だ。

　ガゼーゼンはふと、どこかでその髪を見たような気がしたが、酒のせいで思い出せない。

　椅子に座る男は、目の前の老婆に言う。

「お前が娘を売った男たちは、杖をついた黒髪の貴族に横取りされたという話だったな」

　老婆はひぃひぃと息も絶え絶えに、「そうです……そうでございます」と言った。

　その言葉で、ガゼーゼンの脳裏に叔父の姿がよぎり、ついですぐにあの不思議な髪の女を思い出した。

「水色に光る髪の女……」

　思わず無意識に呟いた瞬間、目前の男は歯茎を見せて笑った。一瞬、その咥内がどこまでもどす黒く闇のように見えた。

　しかし、それは部屋が薄暗かったので、気のせいだとガゼーゼンは思った。

　なぜならそのすぐ後に、男は思いがけない行動をとったからだ。

「そうです、その女です」

　男は立ち上がると、スタスタとガゼーゼンのもとへ歩み寄り、その足下に跪く。

　自分よりあきらかに上位貴族であろう男が跪いたことに、ガゼーゼンは一瞬驚いたが、次の瞬間には初めての快感に悦に入った。

「私は隣国、リングランド国軍部総統補佐のゲシュルクと申します。実は我が国の王族だった姫がこちらの国に逃げ込んでおりまして、それを捜しております」

「姫……だと？」

「ええ、我が国の王族には時折、日の光で水色に輝く不思議な髪を持つ者が生まれます。この特別な髪を持った姫が、運良く処刑を免れまして、こちらの国に逃げ込んでいるようでして――」

　あの花園で、自分から怯えるように逃げる女の姿がよぎる。

　キラキラと光る美しい水色の髪。

　叔父がどこの女を浚ってきたのかと思ったが、それが隣国の姫だということに驚きを隠せない。

「あいつが姫だと……？」

　独り言を呟くガゼーゼンに対し、ゲシュルクは甘く囁く。

「我が国では現在、軍部総裁が国王代理を務めておりますが、王族を殺した途端に国土全土が衰え、大不作に陥りました。人々は王族の呪いだと恐れおののき、今や軍部総裁の失脚は免れない状態となっております」

「ふん、そのようなことわかりきったことではないか」

　隣国リングランドは農業大国であったが、なぜか不作の年をほとんど迎えない不思議な国でもあった。それらは王族が大地の精霊の加護を得ているからだと言われていたのだが、クーデターにより王族が処刑され、近隣諸国は良き隣人であったリングランドの衰退を嘆いた。

　他国の政治にはあまり興味がなかったガゼーゼンにも、クーデター政権が風前の灯火だという話は耳に届いていた。

　それは大地の精霊の加護などという不確かなものの存在を失ったからではない。

　単純に、クーデターに男たちをかり出し、女たちに無体を働いた軍部のせいで、農地を耕す人間がいなくなってしまったからだ。

　農業国の要は農作。それを愚かにも軽んじた軍部の失策だった。

「今にも潰れる国が、今更逃げた姫を連れ戻してどうするつもりだ」

「再度国を元の形に戻すことが最善だと思っております。そのためには公爵邸に浚われた姫君を連れ戻さなければなりませぬ」

「くだらぬな」

　ガゼーゼンはばっさりとそう切った。彼らがなぜガゼーゼンに声をかけたかわかったからだ。

　公爵の後見を受けているガゼーゼンなら屋敷に入れると思ったからだろう。

　事実、昨日までなら入れた。

　しかし、国王から叱責され、公爵の不興も買った今、そこまでの無理をしてしまえば、ガゼーゼンはこの国にいることも叶わなくなる。

　早々に部屋を立ち去ろうとガゼーゼンが背を向けると、ゲシュルクが「お待ちください」と呼び止めた。

「唯一の姫と言われてはおりますが、実は髪の色以外は正当な血筋の娘ではございませぬ」

「は……？」

「先王が戯れに囲った平民の女が産んだ子どもが、たまたま水色に光る髪をもって生まれたために、彼女は王室に迎えられ、王女として育てられたのです。大切な王位継承者の一人として……」

「何……だと？」

　ガゼーゼンは貴族の母と国王の間に生まれた。

　たとえ男爵令嬢であったとしても、彼女の母は貴族であった。

　にもかかわらず、彼は王籍から外され、王位継承権を失った。

「たかが平民の娘が王女、だと……？」

　ギリッと歯ぎしりをしてガゼーゼンがゲシュルクを見下ろす。

　ゲシュルクは頭を垂れたまま、ガゼーゼンに告げる。

「さようでございます。たかが平民の娘。その娘が時代の女王になるのは到底我が国でも受け入れがたいことです。ですから、ビレフィールドの王族の血を引き継ぐ清きガゼーゼン様に、姫を娶った上でリングランドの国王となっていただきたいのです」

　ガゼーゼンは唖然とした。

　唖然とはしたが、だが、次の瞬間にはふつふつとわき上がる欲望がマグマのように押し上げてくる。

「ふん、馬の糞のような国の王を俺にだと……？」

　口ではそう言いはしたが、彼の口角はあがり、目はギラギラと欲望に渦巻く。

「そうだな、平民の女の血では国は治められぬ。俺のような高貴な血があってこその国だ。素晴らしい……素晴らしいではないか！」

　ガゼーゼンの笑い声が高らかに個室内に響き渡った。





＊　＊　＊






　目覚めはいつもうっすらと白み始める空の気配と共に訪れる。

　マーリアがそっと目を開くと、同じ寝台にはセドリックが眠っている。

　二人とも裸なのは、昨日の夜も愛を交わしたからだ。

　あの日、セドリックと初めて身体を重ねた日から、セドリックは早く帰ってきた日は当然のようにマーリアを抱いた。

　何も知らなかった身体は、セドリックに開かれて少しずつ快楽を覚え、疑いを知らぬ心は純粋にセドリックを慕うようになっていた。

（私……本当にこのままこの人のところにいていいのかしら）

　それでも不安になるのはセドリックに婚約者がいると知っているからだ。

　いつ彼が結婚し、この花園の主が現れるのかマーリアにはわからない。

　ある日突然、ここを追い出されるかもしれないと思うと、マーリアの胸は張り裂けそうな痛みを覚える。

（どうしてこんなにも好きになってしまったのだろう……）

　身体を重ねてしまったせいもあるだろう。

　二度もセドリックに助けてもらったからでもある。

　しかし一番大きな理由は間違いなく――。

「どうした、まだ早いぞ？」

　寝ているセドリックを、身動き一つせずに見ていたはずなのに、いつの間にか彼は目覚めていた。開かれた漆黒の瞳にキラキラと光り始めた水色の髪の自分が映る。

「セドリックさ……ま……んっ」

　顔を寄せられ、唇を強く吸われる。

　昨日もずいぶん遅くまで愛されてしまったせいか、身体のいたるところに、セドリックの残した跡がある。

　その身体をセドリックの指が、昨夜の名残を惜しむかのように触れてくる。

「セドリック様……」

「まだ朝にしては早すぎる時間だ。寝ないのならば触れてもよかろう？」

　ギシリとベッドを揺らしてセドリックがマーリアの上にのしかかってくる。

　足の間にセドリックの足が入り込み、ゆっくりと腰を押しつけられると、彼自身が熱く、熱をもっていることがわかった。

「昨日……あれだけしたのに……」

「そうだな。だが朝のお前もまた抱きたくなるから仕方がない」

　そう言ってセドリックはマーリアの髪を優しく梳く。

「まるで花の妖精のようだ」

　淡く水色に光る髪に顔を近づけられ、そのまま耳元で囁かれると、それだけでマーリアは蕩けてしまう。

「あ……セドリック様……」

「そうだな、なるべくお前の身体に負担をかけないように……」

「ですがそれではセドリック様の足にご負担が……」

　正常位ではどうしてもセドリックが膝をつく。昨日も何度かそう訴えたのだがセドリックは取り合ってくれなかった。

「可愛らしいことを言う」

　セドリックはそう言うと、マーリアの身体から離れた。

　思いとどまってくれたのかと思ったが、それは甘い読みだった。

「なら、これはどうだ？」

　ひょいと上体を起こされたかと思うと、セドリックの上に跨がる態勢になり、マーリアは驚く。

「そのまま私を受け入れれば、お前も足を気にすることはないだろう」

「えっ……」

　セドリックの提案に、マーリアは戸惑う。確かに彼女の尻の後ろにはセドリックの雄芯が当たっている。しかし、それを入れるにはマーリアが自ら腰を上げて動かなければならない。

（そんな恥ずかしいこと……）

　まるで自分からねだるような体勢に躊躇うと、セドリックが急かす。

「お前を抱かないという選択肢はない。早くせぬとまたお前を組み敷いて抱くぞ」

「そんな……」

　マーリアはセドリックの腹の上に置いた両手で拳を作ると、今にも泣きそうな顔で彼を見た。

「マーリア？」

　面白そうにこちらを見上げる顔は、どこか意地悪だ。こんな顔をしている時のセドリックは、マーリアに譲歩してくれることはない。

　マーリアは頬を赤く染めると、覚悟を決めて腰を上げた。

　そしてそっと熱源に手を添える。

　くちゅり……とセドリックの先端がマーリアと触れあうといやらしい音を立てる。

　昨日の残滓だろう。

　今日は朝食より先に風呂に入らなければと思いつつ、セドリックをゆっくりと迎え入れていく。

「んっ……」

　濡れていなかったはずのマーリアの秘処は、セドリックを迎え入れるというその出来事だけで正直な蜜をこぼし始める。

　そして中に入り込んでくるセドリックを、歓喜をもって受け入れているのが自分でもわかった。

（熱い……大きいのに……）

　痛みはない。それなのにきゅうっと締めつけてしまうのはどうしてなのだろう。

「マーリア……」

　吐息を漏らしたセドリックがマーリアの腰に手を回す。すると、ゆっくりと招き入れていたにもかかわらず、手の力によって一気に奥まで達してしまった。

「ああっ……」

「くっ……まだ挿れたばかりなのにそんなに欲しかったのか？」

　マーリアの中がうねっていることは、当然セドリックにも伝わっているのだろう。彼のからかう言葉に、マーリアは声も出せずに首を横に振る。

「どれ……ならば可愛いマーリアに褒美をやろう」

　そう言うと、両手でマーリアの腰をしっかり掴んだセドリックが、ぐんっと下から突き上げた。

「ああっ！」

　正常位の時よりも深く、そして強い衝撃がマーリアを襲う。

「待って……！　だめっ……！」

「そんなことはないだろう？　こんなに喜んでいるのに」

　がっしりと腰を掴まれてしまっている上に、杭はしっかりとマーリアを貫いているので、逃げ場がない。

　まるで荒馬に乗せられているような荒々しさで突き上げられた。

「あっ、やっんっ、あああっ」

　いつも以上にあられもない声が出ると、セドリックもそれに興が乗ったのか、さらに下から激しくマーリアを突き上げる。

「だめっ、だめだめっ」

「駄目ではないっ！」

　しっかりと押さえつけられた腰を引き寄せられ、最奥でセドリックがドクンッと放ったと同時に、マーリアの脳裏にも真っ白になりそうな快楽が突き抜ける。

　くたりと力尽きて、セドリックの胸に倒れ込む時も、マーリアの中ではセドリックがドクドクと長く精を放っている。

（こんなに射精されたら、赤ちゃんができてしまうかもしれない……）

「マーリア……」

　はあはあとセドリックも幾分整わない息でマーリアを呼ぶ。

　いつの間にか白み始めた空は、朝の空に変わっていたようだ。花園の中にも徐々に光が差し込んでくるのがわかる。

　セドリックの胸に顔を押し当てたマーリアは、横を向きながら自分の光る髪を見た。

　水色の美しい髪。

　リングランドの象徴ともいえる髪。

（子どもにも……もし髪の色が遺伝してしまったらどうなるのだろう……）

　身体は愛されて気持ちいいのに、どんどんと不安が心を占めていく。

　今は愛されているからいい。

　セドリックが身体だけではなくマーリアを愛してくれているのではないかと思うほど、彼は激しくマーリアを抱いてくれている。

　けれども、婚約者が来たらマーリアはこの花園から出ていかなくてはならなくなるだろう。

　その時、もし、子どもがいたら……？

　その子も自分と同じ水色の髪をしていたら……？

（セドリック様は私たちを匿ってくれるだろうか？）

　屋敷の中央に、入室者も限られているこの花園でさえ、ガゼーゼンのような者が入ってきたのだ。

　婚約者が来たらこの屋敷から追い出されるだろう自分たちは、どこへ行き、そしてどうなるのか、マーリアにはまったく想像がつかなかった。

（私は……セドリック様にとって、何なのだろう……）

　いくら考えようとも、マーリアにその答えは導き出せなかった。







　その日は、何の前触れもなく訪れた。

「私は、公爵様の婚約者です」

　セドリックが登城している折りに、突然、何の前触れもなくその女性は現れた。

　マーリアは花園の中で、その声を聞いた瞬間、氷のように固まって動けなくなってしまう。

　今朝、セドリックはいつもと変わらず出かけていった。彼の婚約者が来るということなど、一言もセドリックはマーリアに言わなかった。

　言わなかったが、それは当然といえば当然なのかもしれない。

　セドリックにとって、マーリアとの蜜月は一時の気の迷いだったならば、普段と変わらず出かけて、突然このようなことをするとも考えられた。

　花園の外では、女の声ともう一つ、別の声が聞こえてくる。

「父上がセドリック叔父上に直々にと娶された侯爵令嬢だ。執事風情がたてつけると思うなよ」

（あの男だ……！）

　以前、この花園へ無遠慮に入り込んできたあの男の声だった。

　あの時の恐怖が蘇り、マーリアはさらに身体を強ばらせ、花園の奥へと逃げようとした。

　しかし、それを躊躇わせたのは、ドカッと何かを殴るような音と、メイドたちの悲鳴が聞こえたからだ。

「カレントさんっ！」

　メイドの誰かがカレントの名前を必死に呼んでいる。

「いいから早く花園の鍵を出せ、おらぁっ！」

　ガゼーゼンの乱暴な声と、ガッガッと何かを蹴るような音に、耐えきれずにマーリアは花園の扉前に駆け寄った。

「なりませぬ！　ここはセドリック様のお部屋でございます！」

　カレントの抵抗に、被せるようにガゼーゼンが叫ぶ。

「違うな！　そこは婚約者の部屋だろうが！　ならばセドリックの婚約者に決まった侯爵令嬢の部屋だ！」

「平民の女を囲っているというよくない噂も聞いております。そのようなこと、公爵家の当主がなさって許されるとお思いですか？　なんてみっともない」

　次々に聞こえてくるガゼーゼンと侯爵令嬢の言葉に、マーリアは見えない刃で心臓を突き立てられたかのような気持ちになる。

　みっともない、平民、侯爵令嬢。

　様々な言葉が頭の中をぐるぐると渦巻く。

「ここはあなたの部屋ではございま――」

　カレントではない、おそらくメイドの誰かだろう。震える声で上申したのがわかる。姿を見ていないマーリアでさえ、声だけで恐ろしいと感じているのだ。対峙しているメイドやカレントはどれほど恐ろしいことか。　

「うるせえっ、とっとと鍵を出せ！」

　今までで一番大きな音とともに、ドンッと花園の扉に何かがぶつかった。

「カレントさんっ……！」

　メイドの悲鳴のような呼び声で、ドアにぶつかったのはカレントだとわかった。　

「……この扉の鍵は渡せません」

　カレントがなんとか気丈に声を張り上げるが、いつもよりずっと弱々しいのは、彼が何度もガゼーゼンに暴行を加えられたからだろう。

「だったら、お前はここで死んで、その腹を勝手にかっさばくしかないようだな」

　ガゼーゼンの最後通牒の言葉に、マーリアは思わずダンッと扉を叩いた。

「殺さないで……！」

　思わず叫んでいた。

　扉の向こうで一瞬のざわめきの後、侯爵令嬢が声をあげる。

「まあ、本当に平民の女が！　なんて汚らしい！　早くそこから出てきなさい！」

　金切り声が怒りをともない扉にぶつけられると、メイドたちのざわめきも聞こえてくる。

「本当に誰かいたんだ……」

「し、静かにっ……！」

　メイドたちとマーリアは面識がない。

　あの花園の中のことは、カレントがすべて取り仕切っていたからだ。

　衣服や食べ物のことなどあっただろうが、中に本当に女がいるのか、メイドたちには確信が持てなかったのだろう。

　屋敷の中がざわめいている。

　マーリアはもう一度、トンッと扉を叩いて言う。

「カレントさん……開けて……私はここから出ていきますから、開けてください……」

「それは無理でございます。セドリック様のご意志に反します」

「そんなことない……だってここは婚約者さんのための部屋なのでしょう？　それなら私がいてはおかしいもの……」

「いえ！　そんなことはけっして――！」

「鍵を出しましょう、カレントさん！」

　カレントの声を遮ってメイドの誰かがそう助言している。年かさの声色からして、メイド長なのかもしれない。

「カレントさんが死んでしまっては、セドリック様がどれほどお嘆きになることか……！　あなたたち、カレントさんを押さえて……！」

「やめなさい！　私が死んだところで――！」

　メイドたちがカレントを押さえているようだ。

　そんなことを執事長にしてしまえば、彼女たちだってタダではすまないだろう。しかし、マーリアにはその気持ちがとてもよくわかった。

　会ったこともない謎の平民の女よりも、執事として長い間、自分たちを指揮してくれたカレントの方が、彼女たちには大切な存在のはずだ。

「カレントさん……いいの……抵抗しないで。早くここを開けて……！」

　マーリアが精一杯声をあげれば上げれば、カレントは何か言葉を返そうとする。しかしメイドたちによって彼は力ずくで鍵を取り上げられたらしく、カチャリと、扉の鍵が開く音がした。

　ゆっくりと開かれた扉の向こうには、メイドたちに取り押さえられたカレントと、見たこともない令嬢。そしてガゼーゼンが立っていた。

「え……髪が光っている……？」

　誰かが扉の前に立つマーリアを見て、驚きで声を上げた。

　侯爵令嬢も大きく目を見開いてマーリアを見た。

「リングランド……？」

　どうやらある程度国外の知識も持っている女性だったらしい。彼女は顔色を青くしてガゼーゼンを見る。

「どういうことなの、わたくし、中にいるのが平民だと聞いていたのに……！」

「ああ、平民だ。この女はただの平民だ！」

　ガゼーゼンが胡乱な目をしてズカズカと花園の中に足を踏み入れる。そして乱暴にマーリアの手を掴むと、花園からマーリアを引きずり出した。

「ま、待ってください……！」

　カレントが弱々しく声を上げたが、マーリアは首を横に振ってそれを制する。

「私のことは気にしないで……！」

「おらっ、行くぞ！」

　ガゼーゼンがマーリアを引っ張って屋敷から出ていこうとする。

　そこに向かって侯爵令嬢が蒼白い顔で叫ぶ。

「待って、聞いてないわ！　リングランドの姫が〝本当に〟いたなんて聞いてないわ、わたくしは！」

「こいつは姫なんかじゃねぇ、ただの平民だ！」

　侯爵令嬢はさらに何かをこちらに向かって叫んでいる。

　婚約者という言葉が聞こえたが、なぜ、彼女があれほど狼狽しているのかマーリアにはわからなかった。

「おらっ、乗れっ！」

　ガゼーゼンの用意した馬車は、到底公爵家には及ばない粗末な馬車だった。その中に乱暴にマーリアは押し込まれる。

　こうして、マーリアは花園の中から外に出た。










第五章

花園の花嫁











（どこまで連れていかれるのだろう……）

　ガゼーゼンの馬車に乗せられた後、しばらく馬車は道を走っていた。てっきり同じ貴族街のガゼーゼンの屋敷に連れていかれるのかと思ったが、馬車は貴族街を抜けそのまま王都を出てしまう。

　向かいに座るガゼーゼンはニヤニヤとまるで品定めをするかのようにマーリアを見てくるので、マーリアは視線を合わせないようにしていたが、それでも時折、何の前触れもなく足を蹴られた。

「平民の娘のくせに王位継承権をもっているらしいな」

　この前までマーリアのことなどまったく知らなかったガゼーゼンは、そんなことをマーリアに聞いてくる。

「俺はビレフィールド国王の息子なのに、王位継承権はない。なぜお前のような平民の娘が王族で、俺が王族ではないのだ。おかしいだろう！」

　腹立たしそうにそう言うと、突然ガゼーゼンは拳を振り上げてマーリアの頭を叩く。

　人の拳で殴られる痛みに、マーリアは頭を抱えて縮こまる。

　暴力は怖い。痛い。嫌だ。

「やめてください」と言えたらよかったのに、言葉が出てこない。

　ガゼーゼンは何度か思い出したかのようにマーリアを叩いては、

「どうして俺が王族ではないんだ」

　と同じことを繰り返す。

　そんなことはマーリアは知らないし、何より子どものように癇癪を起こすガゼーゼンに、到底王族は務まらないようにも思えた。

「くそっくそっ！　だがお前を妻にすれば俺がリングランドの王になれる！　せいぜい俺に尽くすんだな！」

　そんなこと、あり得ないはずなのになぜかガゼーゼンは熱くそう語る。

（私の国はもう滅びてしまったのに……）

　軍部が国王となって国を治めているとセドリックに教わったが、その後のことは聞いていない。国がどうなってしまったのかなど、マーリアにはわからない。

　マーリアは王位継承権をもってはいたが、国に関することはまったく教育を受けずに育ったからだ。

　水色に光る髪を持つマーリアに課せられたことはただ一つ。

　彼女の父でもありリングランドの国王でもあった男は、マーリアをこう〝洗脳〟したのだ。

『いいかい、マーリア、お前はけっして『いや』と言ってはいけない』

　何をされても受け入れる。何を聞いても受け入れる。

　その意味を深く考えてはいけない。

　その先を知ってはいけない。

『お前はいずれ、私の息子たちの誰かに水色の髪の者が生まれたら用無しとなる。そうなれば次代にお前の髪が引き継がれぬようお前は閉じ込められる。だから、何が起きても、何をされても、お前は受け入れなさい』

『はい、お父様……』

　平民の子どもは、平民の子どもでしかなかった。

　たまたま髪に王族の印が出てしまったが故に、マーリアは王籍という檻の中に閉じ込められ、そして次代が生まれるまで監視される身分になった。

　もしリングランドの王子たちの子どもに水色の髪の者がいなければ、その王子たちの誰かの子どもをマーリアは産むことになっていたのだ。

　その異常な境遇を、マーリアはただ受け入れた。

　なぜならば、そう、マーリアは教えられたのだから。

　だから、侍女に逃げるように言われた時は逃げた。

　暴漢に襲われそうになった時も、いやだとは言えなかった。

　セドリックに愛人になるかと迫られた時もそれを受け入れた。

　マーリアは受け入れるしかなかったのだ。

　それ以外の術を彼女は知らないから。

　今も、馬車の中で暴力を振るわれても、マーリアは逃げなかった。

　受け入れるしかないからだ。

（この男の妻に私はなるの……？）

　そしてリングランドに再び戻るということに、どうしても現実味を感じない。

　ガゼーゼンが国王になっても、きっとまたクーデターを起こされて国は駄目になるような気がした。

　やがて馬車はずいぶんな長距離を走った後に停まった。

「降りろっ」

　ガゼーゼンに引きずられるように外に出ると、そこはうっそうとした森の中だった。

「ここは……」

　見覚えのある場所だった。

　マーリアがセドナの祖母と暮らしたあの森だ。

（どうしてここに……？）

　困惑しながらガゼーゼンを見ると、うっそうとした森の中から誰か人が現れた。

「おお、これはまさしくマーリア姫！」

　声の主の顔に覚えがあった。

「ゲシュルク……？」

「マーリア姫、私のことを覚えていてくださったのですね。ありがとうございます」

　現れた男は嬉しそうにそう言うと、マーリアの前に跪き、その手に接吻をする。

「ええい、お前は国王となる俺よりも姫を優先するのか！」

　ガゼーゼンが地団駄を踏んでそう叫ぶと、ゲシュルクは「これはこれは」と大業に驚き、今度はガゼーゼンの前に跪く。

　そして――。

　パンッ。

　乾いた音がすぐ隣でした。

「が……ぐっが？」

　胸を押さえたガゼーゼンが驚愕の目でゲシュルクを見下ろす。ゲシュルクは顔を上げてガゼーゼンを見上げていたが、その手には一丁の拳銃が握られていた。

　今、弾を撃ったばかりのそれは白煙を上げている。

「な……なにを……？」

　ガゼーゼンは自分に起こったことがわからず、そのままバタリと倒れてしまう。

　マーリアは驚きで声が出ないまま、ガゼーゼンから離れた。

「さあ、マーリア姫、リングランドに戻りましょう」

　今、人を一人殺したはずの男は、何事もなかったかのようにマーリアにそう言って、手を差し伸べた。

　マーリアは顔を強ばらせたまま、後ずさる。

（確かこの人はお父様たちのことも……）

　忘れもしない、クーデターのあったあの夜、マーリアは国王の寝所に呼ばれていた。

　いつもより念入りに身体を身ぎれいにされ、薄く化粧も施されて、父のもとへ向かわされる意味をあの時のマーリアはわかっていなかった。

　しかし、訪れた父の寝所で、父はすでに事切れていた。

　目の前にいるこの男が、父を殺したのだ。

「あなた……国王もそうやって……」

　後ずさりながらマーリアがそう言うと、ゲシュルクはにっこりと微笑んで言う。

「当然でございます。マーリア姫をただの子を産む雌犬のように扱う輩など、殺されて当然でしょう？」

「何を言って……」

「実の子でありながら、唯一の水色に輝く髪を持つ娘を、あの卑しき王はどうするつもりだったのか……おぞましくて到底私には言えませぬ。あんな国など滅びてもいいのです。どうせもう間もなく、ビレフィールドに攻め入られます。あの国はもうおしまいです」

　サラリと告げられた事実に、だからセドリックが最近、頻繁に城へあがっていたのかと合点する。公爵ならば国策にも深く関わっているはずだ。

「もう少しで落ち着く」とセドリックは言っていたが、それはリングランドをビレフィールドに吸収するつもりだったのだろう。

「マーリア姫、私の手をお取りくださいますよね？」

　ゲシュルクが手を差し伸べてくる。

　マーリアは自分の胸元で手を組み、後ずさった。

（怖い……）

「さあ、この手を取りなさい」

　ゲシュルクは歪んだ笑顔をマーリアに見せながら、ゆっくりと近づいてくる。

　今すぐにでもこの場から逃げ出してしまいたいのに、心は強く拒否しているのに、身体が動かない。拒絶する術を知らないからだ。

「マーリア姫」

「……っ」

　強く名前を呼ばれて、マーリアは観念した。

　組んでいた指が緩み、両手が離れる。右手がそろそろとゲシュルクに向けて伸ばされる。

「そうです、いい子ですね」

　にんまり、とゲシュルクが暗い笑みを浮かべた瞬間だった。

「お前はそう躾けられたのだからそうなるが、それが本意ではないことにいい加減自分で気づけ」

　どこか呆れたような、だがそれを叱っているわけでもない声が耳に届いた。

　伸ばした手がゲシュルクに触れあう前に、パンッと乾いた音がしてゲシュルクの手が弾かれる。

「うわああああ！」

　突然のことに何が起きたのかわからない。だが、目前ではゲシュルクが手を押さえて呻いていた。その手からは鮮血がしたたり落ちている。

「マーリア」

　名前を呼ばれそちらを見れば、木陰からセドリックが現れた。その手には杖があり、先端がこちら側に突きつけるように向いていた。

「これはこれは、コーンフィールド公爵」

　ゲシュルクは血まみれの腕はだらりと下げたまま、片手で銃を再度持ち、それをセドリックに向けて構えた。ブルブルと手が震えて照準などろくに合わないだろうが、それでもゲシュルクはニヤリと強気の笑みを見せる。

「なるほど、仕込み杖ですか。しかし、こちらに銃身を向けたところで、仕込み杖は弾数が一発でしょう。僕は手負いですがこの銃にはまだ弾が残っています。勝てるとお思いですか？」

　ゲシュルクの言葉で、セドリックの杖が銃としてゲシュルクの手を打ったのだとわかった。しかし、ゲシュルクの言葉を信じるならば、セドリックの杖にはもう弾がないはずだ。

　マーリアは顔を蒼白くさせながらセドリックを見つめる。

「セドリック様……」

「案ずるな。マーリア、こちらに来なさい」

　セドリックがマーリアを呼ぶ。しかしそれに被せるようにゲシュルクも叫ぶ。

「そのまま公爵のもとへ行くなら、それより先に彼を撃ちますよ！　いいんですか、この男のように公爵も死んで！」

　ゲシュルクが一瞬だけ、物言わぬ死体になったガゼーゼンに目を向けた。

　セドリックもガゼーゼンに目を向けて、それから嘆息する。

「我が甥はここまで愚かだったか……すでに軍部統治も不可能になり、近々リングランドは国として成り立たなくなるというのに……愚かなことだ」

「おや？　リングランドの軍部を唆したのはビレフィールドではございませんか？」

（え――？）

　ゲシュルクの言葉に驚いてセドリックを再び見た。セドリックは表情を変えることなく答える。

「髪の色などというくだらぬものにこだわり、人としての道理をなくそうとした王家など、我が国が手を貸さずともいずれ滅びる国だ」

「ですが、あなたの国のせいで、マーリア姫は国を失いました。侍女の機転がなければマーリア様も死んでいたことでしょう……」

「王家が滅びる時に一緒に死ぬならば、それはマーリアの運命だったはずだ。何も知らず何も考えずに済むのなら、それもまた安寧ではあろう」

　淡々としたセドリックの物言いに、マーリアの胸が苦しくなる。

（それって私が死んでもかまわなかったってこと……？）

　やはりセドリックにとってマーリアなど、戯れにすぎない存在だったのだと思い知る。

　堪えきれずにポロリと涙をこぼすと、ゲシュルクが大袈裟に叫んだ。

「ああ、お可哀想なマーリア姫！　こんな男のもとでなく私とともに逃げましょう。私が一生マーリア姫を大切にします」

　ゲシュルクがセドリックに銃を向けたままマーリアに近づいてきたが、マーリアは後ずさりして距離を取った。

　ゲシュルクのことも到底マーリアには信じられない存在だった。

　それに彼はどこか『気持ちが悪い』。まるでマーリアを一人の人間と見ていないような視線に、身体が先に彼を拒絶する。

「マーリア」

　セドリックがマーリアを再度呼んだ。

　マーリアはセドリックの方へ顔を向け、そして彼の漆黒の視線に囚われる。

「お前という存在は、外では生きられない。その髪がある限り、誰かがリングランドを復興しようとお前を望むだろう。もしくはその目当てでお前を殺そうとする者も現れるかもしれない。その男についていったところで、お前の行く末は限られてくる。ひたすら隠れて逃げて生きていくしかないぞ」

「大丈夫ですよ。僕はとても優しい人間ですから。マーリア姫を必ずお守りいたします」

　ゲシュルクは柔らかい声でマーリアに語りかけてくる。淡々とマーリアに告げるセドリックとは違う彼の優しい声色は、昔、父からもよく聞いた声だった。

『マーリア、そなたは何も考えなくていい――』

　何も疑問に思わなくていい。怖いことがあっても父親が守ってくれる。怖いことはマーリアには起こらない。マーリアは、ただ、父親の言う通りに生きていき、その言葉を守っていけばよい――。

　優しい声はマーリアの乱れた心を落ち着かせる。その声に従えば何も不安に思う必要はないのだと、マーリアは教えられた。

「マーリア」

　セドリックの声に、ピクリと手が震える。

「お前は生き延びた。そして私と出会った。私はそれを運命だと感じている。ずっと逃げる人生と、花園の中で生きる人生、どちらを選ぶ？」

　セドリックの声は優しいが、その選択肢はどちらも苛烈だ。

　ゲシュルクの手を取れば、髪が光る限り、マーリアは人目を忍んで生きねばならない。軍部の指令補佐であった男といえども、マーリアを一生匿えるほどの資産を彼がもっているかは怪しい。

　一方、セドリックの手を取れば、自分は再びあの花園の中に戻されるのだとわかった。あの穏やかで、外と完全に断絶された、囲われた場所。

　放浪か監禁か。

　両極端すぎる二つの選択肢を前にして、マーリアは決断を迫られる。

（どうしよう……どうすれば……）

　二人を見て戸惑う表情を見せたマーリアだが、迷いは一瞬だった。

　無意識に手を伸ばした方へ歩もうとした瞬間、パンッともう一度乾いた音がした。

　そして、自分の目を覆うように胸に引き寄せる者がいる。

「何も見なくていい。聞かなくてもいい」

　セドリックの声に安心してマーリアはその胸にしがみつく。

「ぐはっ……馬鹿な……一発では……？！」

「お前の国の人間はどいつも疑わなさすぎる。そのような様だから国が亡くなるのだ」

　パンッともう一度音がした気がしたが、マーリアの耳にはもう何も届かなかった。







　ちゃぶり……と音がする。

　水音にゆっくりと目を開けると、マーリアは己が何も身に纏っていないことに気づき、次いでその場所が花園の中のあの温泉だと気づく。

「セドリック様……」

　自分が背を預けている温もりが誰かなど考えるまでもない。名を呼ぶと、

「なんだ」

　と返事がした。

「私……花園に戻ってきたのですね……」

　天井を見上げれば、見慣れた夜空がガラス天井の外に広がっている。

　美しい星々が煌めく姿に、マーリアはまた戻ってこられたことに心底安堵した。

　だがすぐにあの侯爵令嬢のことを思い出して、ハッとする。

「あ、あの……婚約者の方は……？」

「誰のことだ？」

「ここは婚約者の方のお部屋なんですよね……？　私、ここにいていいのですか？」

　セドリックを選んでしまったが、婚約者ではない自分がここにいてもよいのか、困惑した顔で首をよじりながらセドリックを見る。

　セドリックは漆黒の瞳でマーリアを見下ろしながら鼻で笑う。

「礼儀知らずの勘違いした女が我が邸宅に来たようだが、あれは修道院行きだ。今後、二度と我が国の公の場に現れることはない。二度もガゼーゼンに煮え湯を飲ませられたが、次はない。この花園の中は私が許した者しか入れないよう、徹底する」

「でも婚約者の入る場所だと……」

「ああ、だから〝お前しか〟この部屋には入れないのだ」

「え――？」

「まあ、リングランドが滅んだ今、お前は姫ではないので婚約者として迎え入れることは叶わないが、お前以外、誰も娶るつもりなどなかったのだからかまわぬ」

（私が……婚約者……だった？）

　自分に婚約者がいたなどマーリアはまったく知らなかった。

　一生、あの国で、あの王宮で生きていくのだと思っていたので、茫然としてしまう。

「我が国にも何度かリングランドの姫が嫁いだことがある。皆、水色に光り輝く髪を持つ美しい姫だった」

「え、それならば……」

　この国にも水色に輝く髪の人間がいるのではないかと思ったが、その考えはすぐさま打ち消される。

「しかし、我が国の王家は黒い髪と黒い瞳が引き継がれており、その血はお前の国と混じってもけっして薄まることはない。お前の国の姫が産む子は常に黒い髪の子だ」

「え……じゃあ、私がもし子を産んでも……」

「間違いなく黒い髪に黒い瞳の子だろうな。だからリングランドは我が王家にのみ姫を嫁がせるんだ。昔からそういう風に二国は結びつきを強くしていた」

　初めて聞くリングランドとビレフィールドの結びつきに、マーリアはただただ驚くしかない。

「あ……だから私もセドリック様の婚約者に……？」

　そう問いかけると、セドリックは少しだけ微妙な表情になる。

「いや、マーリアの場合は特別だな……私がお前を婚約者にと求めてもあの愚王はけっして首を縦に振らなかった」

「え……」

　セドリックはマーリアの髪を優しく梳いて、愛しそうに微笑んだ。彼のそのような柔らかな笑みをマーリアは初めて見た気がした。

「この足を怪我したのはお前の国だった。もう十五年以上前のことか……リングランドを経由して他国に行く際、我が国の刺客が私を殺そうとしたのだ」

「そんな……！」

「兄もまだ若く、地盤が盤石でなかった故、狂信的な愚か者が私を狙っただけに過ぎぬ。その時、逃げた私を匿ったのは森の中に住む一人の女だった」

　語られる昔話をマーリアはただ聞く。

　それが何に繋がるのかわからなかったが、セドリックの懐かしむような表情に、魅せられたかのようにマーリアは続きを待つ。

「平民の……だが美しい女だった。彼女はその美しさ故に苛烈な運命を負っていたが、それでも幸せそうではあった。彼女には幼い娘がいた。三歳だと言ったその娘は、光り輝く水色の髪を持っていた」

（光り輝く水色の髪……）

　それはマーリアの国では限られた者しかもたないものだ。そしてその時三歳という年齢に、ハッと気づく。

「それは……」

「お前のことだ。お前は私の足を撫でながら拙い言葉で話し、よく看病してくれた。森の光の中、光り輝く水色の髪は今と変わらず美しかった」

（私とセドリック様は会っていたんだ……）

　マーリアが三歳くらいならば、セドリックは十代前半だっただろう。しかし、彼と出会った記憶はマーリアにはまったくない。

「え……でも……」

　ふと、おかしな事に気がつく。マーリアの一番古い記憶は父と一面の花畑にいる記憶だ。そこに母はいない。

　母は死んだと聞いた。母親と暮らした記憶はまったくなかった。

　その違和感の理由もセドリックは知っていた。

「お前の母親は王の戯れによってたった一度の過ちでお前を孕んだそうだ。王はお前のことを知らず、お前の母は一人で産み、そして王家にしか引き継がれない髪だったことで、赤子を伴って森の中に身を隠したのだ……お前の母はリングランド王の歪みを知っていたのだろう」

「え、それでは私の母は……？」

　てっきり病で死んだとばかり思っていたので、母が父から身を隠していたという事実に驚く。

　セドリックはわずかに眉を寄せると、静かな声でマーリアに言う。

「すまない……お前の母は私を見つけた時、誰かに手助けを呼ばなければならなくなった……そのせいで王にお前たちの居所が知れてしまったようだ」

　セドリックの顔に後悔が過ぎる。背後からマーリアを強く抱きしめ、「すまぬ」と一言だけ告げた。

「私は自国に戻ってお前の母のもとへすぐに遣いをやったが、森の家はすでになく、お前たちも消えていた。その後、何度かリングランドに問い合わせをしたが、『水色に光る髪の娘もその母親も知らぬ』としか返ってこなかった」

「そう……ですか……」

「リングランド王はその妖精のような美しい見た目に反して、好色家だった。そして意に沿わぬ娘は平気で死罪にするような男だった」

　その言葉だけで記憶にない母が、父に殺されたのであろうことは理解できた。マーリアの記憶に残らなかったのだ。きっと引き離されてすぐに――。

「だから私はせめてお前だけでも救いたいと思い、兄からリングランドに圧力をかけた。『水色に輝く髪の娘を公爵の妻によこせ』と。そのために公爵邸にこの花園を造り、私の婚約者はリングランドの光り輝く髪を持つ姫だと触れ回った……お前が生きているのか、死んでいるのかもわからなかったが……」

「セドリック様……」

　マーリアはセドリックの手に自分の手を重ねると、背中に身体を預ける。

「お前がどのように育てられ、どのように生きてきたか、私は秘密裏に調べていた。マーリア、お前はその髪と……そしてその性質故に、外では生きられぬ。お前は疑うことも憎むことも知らぬ。それはお前の本質もあったろうが、徹底的にそう躾けられたからだ。お前は受け入れることしかできぬように育てられたのだ」

「受け入れることしか……できない」

　思い返せば、ゲシュルクやガゼーゼンの件でもそうだったし、セドリックに連れてこられた時も、マーリアはその状況を甘んじて受け入れていた。

　幼き頃から徹底して父によってたたき込まれた生き方は、すでにマーリアの奥深くに根づいている。自分としてはそれが不便とは感じないが、きっとこれからも何かある度にマーリアはさして抵抗もせずに相手の言うことを聞いてしまうのだろう。

（もし……また、同じように花園の外に連れ出されることがあったら……）

　きっと、セドリックにけっして行くなと言われても、その場にセドリックがいなければ、マーリアはまた出てしまう気がした。

　逃げたいわけではない。強要されることに対して、断れないからだ。

「花園の……」

「ん？」

「この花園の扉を強く固いものにしてください。入れる者はセドリック様とカレントさん……そして選ばれた人だけに……」

「もとよりそのつもりだ。これから先、あの扉を開けられるのは私だけとする」

　それはカレントにさえ鍵を預けないということなのだろう。

　そうなればマーリアはたとえ外で何があっても花園から出ることは叶わない。また中で何があっても外にそれを伝えられないということになる。

　今以上に閉ざされた世界になることはわかってしまった。

（だけど、それでいい……）

「セドリック様、立ってください」

　マーリアはセドリックの両手から逃れると、向かい合わせになりセドリックを立たせる。

　そして温泉の縁に彼を座らせた。

　その、太ももの痛々しい傷が、自分の運命を変えたのかと思うと、何とも因果の深い傷にも思えた。だが、セドリックに見つかることはなくとも、いつかは、マーリアたちは見つかっていただろうと思えた。母にもそれはわかっていたはずだ。

　マーリアの光る髪は、どう足掻いても太陽の下では目立ちすぎる。

　それならばセドリックとマーリアを引き寄せたこの傷こそ、かけがえのないものに思えた。

「っ……マーリア」

　セドリックが息を呑んだ。

　マーリアが彼の脚の間に入り、右太ももの傷にキスをしたからだ。

「マーリア……そこにキスをする意味をわかっているのか？」

　マーリアの髪を撫でながらセドリックが聞いてくる。マーリアはわからず首を傾げると彼は笑った。

「まあ、私の人生は、お前によって占められているのだから、それでよい」

　セドリックがマーリアの脇に手を入れ、湯の中からマーリアを抱き上げる。湯を弾きながら現れる白い裸体に、ゴクリとセドリックが生唾を飲み込んだのがマーリアにも聞こえた。

「セドリック様……」

　その太ももの上に引き寄せられた時、マーリアは足を開いて彼の腹を挟んだ。

　セドリックが珍しく驚きで目を見開いたのがおかしかった。クスクスと笑いながら、すでに兆しを見せている雄芯に、自らの花弁をすり寄せると、それだけでマーリアの身体にもピリピリとした甘い痺れがわき起こる。

「どこでそのようなことを覚えた……」

　低く唸るようなセドリックの声に、マーリアはまた首を傾げた。

「まさかガゼーゼンに馬車の中で何かされたのか？」

「いいえ、何も……このようなことは、私はセドリック様としかしたことがありません」

　マーリアはセドリックの首に手を回すと、自らの身体を押しつけて、ゆっくりと上下に動いた。卑猥な動きは、彼に貫かれた時にした覚えがあった。

　彼を受け入れずとも、触れあうだけでも気持ちがいいことをマーリアは今初めて覚えた。そしてセドリックもこの状況に珍しく興奮していることも。

「お前を……この花園からけっして外には出せぬな」

「ええ、ここで生きて、ここで死にます。それがいいです」

　マーリアは嬉しそうに笑う。頬は興奮で朱く染まり、湯上がりというだけでなく身体が火照る。

　とろりと蜜が身体の内からこぼれ、それがセドリック自身に絡まると、ますます熱を持った気がした。硬く熱くなっていくのが嬉しい。自分の身体にすぐに反応してくれることが嬉しい。

「私はニンフでなくサキュバスを妻にしたのか？」

「さあ、どうでしょう？」

　朝ならば日の光でマーリアの髪が水色に輝くだろうが、今は夜の月光しか彼女の髪には降り注がず、それゆえに白銀の髪本来の輝きだけしか見えない。

　それでもセドリックは眩しそうに目を細めて、マーリアの背に手を回すと顔を近づいてくる。

　何度か軽くキスをした後に、深く繋がった。

　セドリックの舌がマーリアの口の中に入り込み、ゆっくりと歯列をなぞった後に舌を絡める。

「んぁ……」

　思わずこぼれた甘い声も、唾液も、すべてセドリックの舌に絡め取られると、それと呼応するかのようにマーリアの秘処も濡れていった。

　指がマーリアの秘処に滑り込み、ぐちゅぐちゅと中を探ったが、すぐに指は抜かれた。その後に何がくるのか、期待してしまう自分が恥ずかしい。

「可愛らしい私のマーリア」

　感極まったように囁かれた言葉に、マーリアも歓喜で応える。

「私はあなたのものです……！」

　グッと一気に入り込んでくる熱量の大きさに、体中が震えた。

「あああっ……」

　喜びの声は高く、そして短かった。すぐにセドリックの口に吸われてしまったからだ。

　セドリックの首にしがみつきながら、マーリアはその愛を一心に受け入れる。

　この人だけがいればいいと思った。

　ここだけでいいと思った。

　もとより、外を知らずに育てられた自分にとって、外など必要ないのだ。ただひたすらに自分を愛してくれる人だけがいれば、それでよかった――。




　マーリアの甘い声は、その夜中、ひっそりと花園の中に響き渡った。










終章

花園の主人











　鳥の声がする。

　朝の訪れを報せる鳴き声に、マーリアはゆっくりと目を見開いた。

　朝の光がガラス張りの天窓から至る所に降り注いでいるが、ベッドには天蓋がついているので直接は差し込まない。

　それでも周囲が明るくなったのを知るのには十分で、また、マーリアの髪を発光させるのにも十分だった。

　いつもなら己をかき抱く腕かいながあるのだが、今日はそれがない。

　セドリックはどうしたのかと身体を起こすと、カラカラとカートを押してくる音が聞こえた。

　音の方を見れば、セドリックが朝食の載ったカートを押してきている。

　いつもならカレントがすべきことを、当主である彼が直々に行うことに、マーリアは大きく目を見開いた。

「どうした？」

　セドリックがマーリアに微笑みかけた。

「あの……カレントさんは……？」

「ああ、怪我はしているがそれほどひどくはないから安心しろ」

　それでもセドリックが給仕まがいのことを行っていることに違和感を覚えるが、次の瞬間、ハッと気づいた。

『これから先、あの扉を開けられるのは私だけとする』

　昨晩、彼が言った言葉を思い出す。真剣な瞳でそう語った彼の言葉は、真実、今、実現しているということなのだろう。

　それは同時にマーリアの生殺与奪すべてをセドリックが握っているということになる。

(だけど、何を恐れる必要がある？)

　もとよりマーリアのすべてはセドリックのものだ。

　ここは、花園。マーリアのすべて。

「どうした？」

　もう一度、セドリックに問いかけられた。彼の目はしっかりとマーリアを捉えている。もうどこへも彼女を逃がさないと、言われなくともその視線だけで語られている気がした。

「なんでもありません」

　マーリアは首を横に振り、寝台から起き上がる。

　そして、微笑みながらその両手を伸ばして、セドリックを求めた。最愛の人に目覚めの口づけをもらうために。




　その姿は、輝く髪も相まってまさに妖精のよう――この花園の主にふさわしい姿だった。







　公爵邸には美しい花園がある。

　そこは存在しない公爵の婚約者のために造られた花園だ。

　誰かがそこに住んでいるという噂もあるが、噂は噂でしかない。花園のために特別に造られた扉は公爵のみが開けられるもので、そこに何があるのかは誰も知らない。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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